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はじめに 

 

 平成 19 年 6 月に公布されました「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部

改正が行われ、同法第 2６条の「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

等」に基づき、瑞穂町教育委員会では、効率的かつ効果的な執行を図るとともに、町民の

みなさまへの説明責任を果たすため、有識者の意見を活用し、教育委員会が所管する事務

の管理及び執行の状況について、点検及び評価を実施しています。 

 本年度につきましても、「瑞穂町教育委員会の教育目標」に基づき令和７年度に実施しま

した各種施策及び事務事業について点検を行い、４段階にて評価を行いました。 

 町民のみなさまには、この報告書をご覧いただき、瑞穂町教育委員会が教育目標を達成

するために取り組んでいます各種施策及び事務事業に対しまして、ご意見等をお寄せいた

だければ幸甚に存じます。 

この取組は、教育行政の見える化を図ったものでありましたが、平成２７年４月１日に

教育委員会制度の改正も施行され、地方教育行政の責任の明確化と事件等への対応の迅速

化を図るべく、今後もこの報告書を作成し町議会に提出するとともに、広く町民のみなさ

まに公表することにより、瑞穂町教育委員会の透明性を高め、より一層の説明責任を果た

し、町民のみなさまに信頼される教育行政を推進していく所存でございます。 

町民のみなさまのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

令和８年８月 

瑞穂町教育委員会 
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Ⅰ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施方針について 

１ 目的 

（１）瑞穂町教育委員会は、毎年、施策及び事務事業の取り組み状況について点検及び評

価を行い、教育委員会の課題や取り組みの方向性を明らかにすることにより、効果的

な教育行政の推進を図ります。 

（２）点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、広

く町民に公表することにより、町民への説明責任を果たし、教育行政への理解を図り

ます。 

 

２ 点検及び評価の対象 

毎年度策定する「瑞穂町教育委員会教育目標」を踏まえ、前年度に実施した事務事業

を点検及び評価の対象とします。 

 

３ 点検及び評価の実施方法 

  点検及び評価は、前年度の事務事業の進ちょく状況を総括するとともに、課題や今後

の取り組みの方向性を示すものとして、毎年度１回実施します。 

①「点検」・「評価」 

教育委員会事務局各課・館は、実施した事務事業の取り組み状況について点検及び

評価し、別表の基準に基づき記載します。 

教育委員会事務局の部長及び課長級職員は、点検・評価の結果を踏まえ、課題を検

討するとともに、今後の取り組みの方向性を示します。 

②教育に関する有識者の知見の活用 

点検・評価について客観性を確保するため、学識経験を有する方から意見を聴くも

のとします。 

③瑞穂町教育委員会は、教育に関する有識者の意見を踏まえて、教育目標、基本方針、施

策及び事業について総合的に点検及び評価を行い、報告書を作成します。 

 

４ 町議会への報告 

点検及び評価に関する報告書を作成し、町議会に提出します。 

 

５ 公表 

  下記の方法にて町民に公表します。 

 ①点検及び評価の結果を広報みずほに概要版を掲載します。 

 ②教育委員会ホームページに報告書を掲載します。 

 ③みずほの教育（教育委員会広報紙）に概要版を掲載します。 

 ④町内公共施設に報告書を設置します。 

 

６ 点検及び評価結果の活用 

点検及び評価の結果を教育目標や基本方針等の策定や施策及び事業等の改善・充実に

活用します。 
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（別表）評価基準 

 

瑞穂町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施方針

３の①の評価基準は、次の表のとおりとします。 

 

 【評価】 

ランク 内   容 得点 

Ａ 目標を上回って達成できた 4 

Ｂ 目標をほぼ達成できた 3 

Ｃ 目標を充分に達成することができなかった 2 

Ｄ 目標を達成できなかった 1 

   

 【今後の方向性】 

内 容 

拡大 

継続 

継続・統合 

縮小 

方向性の変更 

廃止・休止 

完了・終了 
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Ⅱ 瑞穂町教育委員会の教育目標 

 

     瑞穂町教育委員会教育目標・基本方針の位置づけと構成      
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           １ 瑞穂町教育委員会の教育目標            

 

瑞穂町教育委員会は、人間尊重の精神に徹し自他の生命を尊び、学校、家庭、地域社会

との緊密な連携のもとに、子どもたちが心身ともに健康で、知性と感性に富み、郷土を愛

する心と国際感覚をそなえた町民として、人間性豊かに成長することを目指し、教育を推

進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、学校教育及び社会教育を充実し、だれもが生涯を通じ、あらゆる場で学び、支え

合うことができる生涯学習社会の実現を図ります。 

そして、教育は、学校、家庭及び地域のそれぞれが責任を果たし、連携して行われなけ

ればならないものであるとの認識に立って、すべての町民が教育に参加することを目指し

ます。 

瑞穂町教育委員会は、このような考え方に立って、「すみたいまち つながるまち あ

たらしいまち ～“そうぞう”しよう みらいにずっとほこれるみずほ～」（第５次瑞穂

町長期総合計画の将来都市像／計画期間：令和３年度～令和１２年度）の実現に向けて、

積極的に教育行政を推進します。 

子どもたちが、知性、感性、道徳心や体力をはぐくみ、人間性豊かに成長するこ

とを願い、 

○互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のあるひと 

  ○社会の一員として、社会のルールを守り貢献しようとするひと 

  ○自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かなひと 

の育成に向けた教育を重視する。 

 

めざす 

人間性 

互いの人格を尊重し、思いやりと 

規範意識のあるひと 

社会の一員として、 

社会のルールを守り 

貢献しようとするひと 

自ら学び考え行動する、 

個性と創造力豊かな 

ひと 
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           ２ 瑞穂町教育委員会の基本目標            

 

瑞穂町教育委員会の教育目標を達成するために、以下の基本方針に基づき、学校教育と

社会教育の連携を図り、総合的に教育施策を推進します。 

 

～基本方針１～

人権尊重と社会貢献の

精神の育成

～基本方針２～

確かな学力の育成と

個性と創造力の伸長

～基本方針３～

安全な学校と信頼

される教育の確立

～基本方針４～

生涯学習の推進と

施設・環境の整備

連携

 

 

 

       ３ 瑞穂町教育委員会の基本方針と令和７年度主要施策        

 

～ 基本方針１ 人権尊重と社会貢献の精神の育成 ～  

子どもたちが、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、思いやりの心や社会生活の

基本ルールを身に付け、社会に貢献しようとする精神をはぐくむことが求められる。 

そのために、人権教育及び心の教育を充実するとともに、権利と義務、自由と責任につ

いての認識を深めさせ、公共心をもち自立した個人を育てる教育を推進する。 
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『基本方針実現のための方向性』 

１ 豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む 

２ 社会の持続的な発展を牽引する力とグローバルに活躍する人材を育む 

【主要施策】 

１-１-（１）人権教育の推進 《教育指導課》 

１-１-（２）道徳教育の充実 《教育指導課》 

１-１-（３）情報モラル教育の推進 《教育指導課》 （ストップ２２の取組強化） 

１-１-（４）いじめに対する指導の徹底と子どもに寄り添った丁寧な対応 

 《教育指導課》 

１-１-（５）ＳＯＳの出し方（自殺防止）に関する教育の推進 《教育指導課》 

１-１-（６）人権教育を基盤にした生活指導の充実 《教育指導課》 

１-２-（１）ふるさと学習「みずほ学」とＳＤＧｓの視点に立った主権者教育の推進  

《教育指導課、図書館》 

１-２-（２）英語教育、国際交流の推進 《教育指導課、社会教育課》 

１-２-（３）日本の伝統・文化理解教育の推進 《教育指導課》 

 

～ 基本方針２ 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 ～ 

社会の変化に対応できるよう、子どもたち一人ひとりの思考力、判断力、表現力などの

資質・能力を育成することが求められる。 

 そのために、確かな学力の育成を図り、子どもたちの個性と創造力を伸ばす教育を推進

する。 

  『基本方針実現のための方向性』 

１ 全ての児童・生徒に確かな学力を育む 

２ 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む 

３ 夢と志をもち、可能性に挑戦しようとする力を育む 

【主要施策】 

２-１-（１）学校内外の生活や学習の基盤をつくる教育の推進 《教育指導課》 

２-１-（２）生きてはたらく基礎的な知識・技能の習得を図る教育の推進 

《教育指導課》 

２-１-（３）未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等の育成を図る教育 

の推進 《教育指導課》 

２-１-（４）読書活動の推進 《教育指導課、図書館》  

２-２-（１）体力向上と健康教育の推進 《教育指導課、社会教育課》 

２-２-（２）部活動指導への支援 《教育指導課》 

２-２-（３）学校給食費等の無償化の推進 《学校教育課》 

２-２-（４）食育と食物アレルギー対策の推進 《学校教育課、教育指導課》 

２-３-（１）キャリア教育の推進 《教育指導課、社会教育課》 

２-３-（２）特別支援教育の推進 《教育指導課》 

２-３-（３）不登校対策の推進 《教育指導課》 
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～ 基本方針３ 安全な学校と信頼される教育の確立 ～ 

子どもたちが安全で安心した学校生活を送るために、教育行政を力強く展開することが

求められる。 

 そのために、学校、家庭、地域の協働と町民の教育参加を進めるとともに、効率的で透

明性の高い開かれた学校経営への改革を進めていく。 

『基本方針実現のための方向性』 

１ 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む 

２ みずほの教育を担う優れた教員の確保と育成 

３ 学校教育に専念できる教員体制と働き方改革の推進 

４ 学校・家庭・地域が連携・協働する教育活動の推進 

５ 効率的で透明性の高い開かれた学校の推進 

【主要施策】 

３-１-（１）安全・安心かつ快適な学校施設の維持・整備の推進 《学校教育課》 

３-１-（２）学校の適正規模の研究 《学校教育課》 

３-１-（３）ＩＣＴ環境の維持・整備の推進 《学校教育課》 

３-１-（４）安全教育の推進と通学路等の安全の確保 《学校教育課、教育指導課》 

（地域防災教育の推進） 

３-１-（５）就学・進学に関する援助の推進 《学校教育課》 

３-２-（１）瑞穂町の教育に尽力したい教員の確保 《教育指導課》 

３-２-（２）職層に応じた教員研修や次の職層を意識した教育研修の推進  

《教育指導課》 

３-２-（３）教育課題や瑞穂町の施策を推進する委員会・連絡会の設置 《教育指導課》 

３-２-（４）校内研究・指定校研究の推進 《教育指導課》 

３-２-（５）教職員の服務事故を防止する研修の推進 《教育指導課》 

３-３-（１）教員の職務を支援する施策の展開 《学校教育課、教育指導課》 

３-３-（２）職員の在校等時間の適切な把握と意識改革の推進  

《学校教育課、教育指導課》 

３-４-（１）地域学校協働活動による学習や安全対策等、学校支援の推進 

                     《学校教育課、教育指導課、社会教育課》  

３-４-（２）青少年の健全育成の推進 《社会教育課》 

３-４-（３）保護者の教育参加の推進と家庭教育を担う保護者等への支援                                   

《教育指導課》 

３-５-（１）学校開放（校庭・体育館）の推進 《社会教育課》 

３-５-（２）教育委員会事業の広報 《学校教育課》 

 

～ 基本方針４ 生涯学習の推進と施設・環境の整備 ～ 

活力ある社会を築いていくために、個人の生活を充実するとともに、一人ひとりが社会

に貢献できるようにすることが求められる。 

そのために、町民が生涯を通じて、自ら学び、文化やスポーツに親しみ、社会参加でき

る機会の充実を図るとともに、施設や環境の整備に努める。 

『基本方針実現のための方向性』 
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１ 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

２ 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

【主要施策】 

４-１-（１）生涯学習の推進 《社会教育課》 

４-１-（２）子どもの居場所づくり・青少年の健全育成 《社会教育課》 

４-１-（３）豊かな文化の創造と交流機会の提供 《社会教育課》 

４-１-（４）第２次スポーツ推進計画の推進 《社会教育課》 

４-１-（５）社会教育施設の環境整備 《社会教育課・図書館》 

      （ビューパーク競技場改修工事設計委託） 

４-２-（１）第四次子ども読書活動推進計画の推進 《図書館》 

４-２-（２）図書館事業の充実 《図書館》 

４-２-（３）文化財保護の普及・啓発 《図書館》 

４-２-（４）郷土史や自然に関する事業の実施 《図書館》 

４-２-（５）郷土資料館及び耕心館の管理・運営 《図書館》 
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Ⅲ 瑞穂町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

（令和７年度対象事業分） 

 

 瑞穂町教育委員会所管事務事業 点検・評価結果一覧 

 
方針別事業数 

令和７年度対象事務事業点検・評価       令和６年度対象事務事業点検・評価 

方針 事業数 平均得点 評 価 別 事 業 数 事業数 平均得点 評 価 別 事 業 数 

方針1 12 2.92 A 0 B 11 C 1 Ｄ 0 12 2.75 A 1 B 9 C 2 Ｄ 0 

方針2 23 2.96 A 0 B 22 C 1 Ｄ 0 22 3.00 A 1 B 20 C 1 Ｄ 0 

方針3 25 2.84 A 1 B 19 Ｃ 5 Ｄ 0 23 2.83 A 0 B 19 Ｃ 4 Ｄ 0 

方針4 32 3.06 A 3 B 28 Ｃ 1 Ｄ 0 33 2.94 A 2 B 27 Ｃ 4 Ｄ 0 

合計 92 2.96 A 4 B 80 Ｃ 8 Ｄ 0 90 2.92 A 4 B 75 Ｃ 11 Ｄ 0 

 

 

施策別評価点数（令和７年度対象事業） 

   

 

主 要 施 策 合 計  

施策№ (1) (2) (3) (4) (5) (6) 
事業数計 

 

得 点 計 

方針1-1 
事業数 1 1 1 2 1 1 7 

得点 3 3 3 6 3 3 21 

方針1-2 
事業数 2 1 1 － － － 4 

得点 6 3 2 － － － 11 

方針2-1 
事業数 1 2 1 2 － － 6 

得点 3 6 3 6 － － 18 

方針2-2 
事業数 6 2 1 2 － － 11 

得点 17 6 3 6 － － 32 

方針2-3 
事業数 1 1 4 － － － 6 

得点 3 3 12 － － － 18 

方針3-1 
事業数 4 1 1 3 2 － 11 

得点 11 3 3 8 6 － 31 

方針3-2 
事業数 1 1 2 1 1 － 6 

得点 3 3 6 3 3 － 18 

方針3-3 
事業数 1 1 － － － － 2 

得点 3 3 － － － － 6 

方針3-4 
事業数 2 1 1 － － － 4 

得点 5 2 3 － － － 10 

方針3-5 
事業数 1 1 － － － － 2 

得点 3 3 － － － － 6 

方針4-1 
事業数 5 5 2 7 1 － 20 

得点 14 15 6 22 3 － 60 

方針4-2 
事業数 1 6 2 2 1 － 12 

得点 3 18 6 7 4 － 38 

 

 

課別事業数（令和７年度対象事業） 

評価 学校教育課 教育指導課 社会教育課 図書館 計 

A 0 1 1 2 4 

B 13 38 20 12 83 

C 4 1 4 0 9 

D 0 0 0 0 0 

合計 17 40 25 14 96 

※学校教育課・教育指導課連携事業２件、教育指導課・図書館連携事業２件あり 
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方針・課別評価点数   

※括弧内数値は、令和６年度対象事業の平均点 

方針１ 

学校教育課 教育指導課 社会教育課 図書館 計 

評価 平均 評価 平均 評価 平均 評価 平均 評価 平均 

A 0 

 

A 0 

3.00 

(3.18) 

A 0 

2.00 

(2.00) 

A 0 

3.00 

(3.50) 

A 0 

2.93 

(3.00) 

B 0 B 11 B 0 B 2 B 13 

C 0 C 0 C 1 C 0 C 1 

D 0 D 0 D 0 D 0 D 0 

計 0 計 11 計 1 計 2 計 14 

方針２ 

学校教育課 教育指導課 社会教育課 図書館 計 

評価 平均 評価 平均 評価 平均 評価 平均 評価 平均 

A 0 

3.00 

(3.00) 

A 0 

3.00 

(3.06) 

A 0 

2.50 

(2.50) 

A 0 

 

 

A 0 

2.96 

(3.00) 

B 4 B 17 B 1 B 0 B 22 

C 0 C 0 C 1 C 0 C 1 

D 0 D 0 D 0 D 0 D 0 

計 4 計 17 計 2 計 0 計 23 

方針３ 

学校教育課 教育指導課 社会教育課 図書館 計 

評価 平均 評価 平均 評価 平均 評価 平均 評価 平均 

A 0 

2.69 

(2.67) 

A 1 

3.00 

(2.91) 

A 0 

2.50 

(3.00) 

A 0 

 

A 1 

2.81 

(2.80) 

B 9 B 10 B 1 B 0 B 20 

C 4 C 1 C 1 C 0 C 6 

D 0 D 0 D 0 D 0 D 0 

計 13 計 12 計 2 計 0 計 27 

方針４ 

学校教育課 教育指導課 社会教育課 図書館 計 

評価 平均 評価 平均 評価 平均 評価 平均 評価 平均 

A 0 

 

A 0 

 

 

A 1 

3.00 

(2.85) 

A 2 

3.17 

(3.07) 

A 3 

3.06 

(2.94) 

B 0 B 0 B 18 B 10 B 28 

C 0 C 0 C 1 C 0 C 1 

D 0 D 0 D 0 D 0 D 0 

計 0 計 0 計 20 計 12 計 32 

合計 17 40 25 14 96 

※学校教育課・教育指導課連携事業２件、教育指導課・図書館連携事業２件あり 
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～事務事業の点検・評価の見方～ 

 

 

 

基本方針１ 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：１ 豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育 

 

 

 

 

 

事 務 事 業 名 ７-1-1-1-01 人権教育の推進支援 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教職員 

事 務 事 業 概 要 
教職員が、人権課題に対する正しい知識と認識を深めるとともに、学校として

人権教育を組織的・計画的に推進する。 

令 和 ７ 年 度 の 

実 施 目 標 

人権教育プログラムを活用し、教職員の人権感覚向上を図る。各校の推進委員

が中心となり、年間指導計画に基づき実践する。 

( 補 足 説 明 等 ) 毎月の校長連絡会・副校長会、各種研修会で継続的に指導助言する。 

取
組
状
況 

改善した点  西多摩郡人権教育推進委員会の取組（ハンセン病）を周知した。 

実 施 内 容 
校長・副校長連絡会、各種研修会で「みずほあったか先生」の具体的な姿や人権

教育プログラムの活用を指導した。 

成 果 
 西多摩郡人権教育推進委員会が研究した「インターネットによる人権侵害」に

ついて、各教員の理解を深めるよう広めた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続きネットモラル等について、実態に即した指導の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教育目標の基本方針に沿って、事務事業

の点検・評価を行っています。 

基本方針に基づき、施策を展開し、事業を実施しています。 

事業ごとの評価 

Ａ：目標を上回って達成できた 

Ｂ：目標をほぼ達成できた 

Ｃ：目標を充分に達成することができなかった 

Ｄ：目標を達成できなかった 

※評価が「Ｂ」のときは右欄の「根拠」を省略し

ています。 

今後の方向性 

拡大、継続、継続・統合、 

縮小、方向性の変更、 

廃止・休止、完了・終了 

課題と改善点 

 事業ごとに課題と改善点を 

記載しています。 

1-1-1 人権教育の推進  
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基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-1 豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-1-1-1 人権教育の推進支援 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教職員 

事 務 事 業 概 要 
教職員が、人権課題に対する正しい知識と認識を深めるとともに、学校として

人権教育を組織的・計画的に推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

人権教育プログラムを活用し、教職員の人権感覚向上を図る。各校の推進委員

が中心となり、年間指導計画に基づき実践する。 

( 補 足 説 明 等 ) 毎月の校長連絡会・副校長会、各種研修会で継続的に指導助言する。 

取
組
状
況 

改善した点  西多摩郡人権教育推進委員会の取組（ハンセン病）を周知した。 

実 施 内 容 
校長・副校長連絡会、各種研修会で「みずほあったか先生」の具体的な姿や人権

教育プログラムの活用を指導した。 

成 果 
 西多摩郡人権教育推進委員会が研究した「インターネットによる人権侵害」に

ついて、各教員の理解を深めるよう広めた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続きネットモラル等について、実態に即した指導の充実を図る。 

 

基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-1 豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-1-2-2 道徳授業地区公開講座の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒、保護者、地域の方 

事 務 事 業 概 要 学校・家庭・地域の連携による道徳教育を推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
道徳教育推進教師を要に、道徳授業地区公開講座の充実を図る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 話合いを取り入れ「議論する道徳」の授業を実践するとともに、１年次研修で

道徳の模範授業を実施し普及に努めた。 

実 施 内 容 
各校で内容を工夫し、道徳の授業地区公開、講演会、意見交換会の実施につな

げた。 

成 果 
 全校で道徳授業地区公開講座を実施するため、各校の取組状況を事前に把握し、

学校の取組を保護者・地域等へ伝える仕組みを整えた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 道徳教育の要となる道徳の授業を充実させるため、各校の道徳教育の推進を積

極的に周知するなど支援する。 

 

 

 

 

 

1-1-1 人権教育の推進  

 

1-1-2 道徳教育の充実  
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基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-1 豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-1-3-3 セーフティ教室等における情報モラル教育の全校実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 拡大 

対 象 者 児童・生徒、保護者 

事 務 事 業 概 要 
情報モラル教育を年間指導計画に位置付け、トラブルの未然防止、トラブルに

遭った場合の対応方法を指導する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

安全指導に関わる年間指導計画に基づき、ＳＮＳ東京ルールを踏まえ、「ＳＴＯ

Ｐ‼２２」の推進に資する指導を行う。 

( 補 足 説 明 等 ) 「ＳＴＯＰ‼２」の取組を充実させるため、各校で重点日を設定する。 

取
組
状
況 

改善した点  「瑞穂町学習用タブレット家庭利用ガイドライン」に基づいて推進した。 

実 施 内 容 
「ＳＴＯＰ‼２２」について、児童・生徒への指導とともに、保護者会等で各家

庭への啓発を図った。 

成 果  小学校段階からＳＮＳに関する指導を強化することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 「ＳＴＯＰ‼２２」の取組を充実させるため、小学校１年生の段階から各校で

重点日を設定し、児童・生徒の実態に合った取組を推進する。 

 

基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-1 豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-1-4-4 ふれあい月間及びいじめに関するアンケートの全校実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 いじめ問題の未然防止、早期の発見・対応の対策を組織的に取り組む。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

学校・家庭・地域・関係機関が連携し、いじめ問題の未然防止・解決に向けて取

り組む。 

( 補 足 説 明 等 ) 毎月の校長連絡会・副校長会で継続的にポイントを示し指導助言する。 

取
組
状
況 

改善した点 
 各校では、効率的な情報共有、迅速な初動のため、校務支援システムを活用し

た。 

実 施 内 容 
各校におけるふれあい月間の確実な実施と年３回以上のいじめ防止アンケート

によるいじめ防止の取組（特に未然防止）の充実を図った。 

成 果 

 教職員が軽微ないじめも見逃さず、組織的に解消に向け取り組むなど個々のケ

ースに合わせて対応する中、認知件数が３９件減少した。各学校におけるいじめ

防止に係る日常的な取組が定着してきた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 実態に合った学校いじめ防止基本方針を保護者に具体的に周知し、家庭と連携

した取組を推進する。 

 

 

 

 

 

1-1-3 情報モラル教育の推進 （ストップ２２の取組強化）  

 

1-1-4 いじめに対する指導の徹底と子どもに寄り添った丁寧な対応  
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基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-1 豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-1-4-5 スクールカウンセラー対象学年の全員面接の実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 方向性の変更 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 いじめ問題の未然防止、早期の発見・対応について組織的に取り組む。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

学校いじめ防止基本方針を踏まえ、学校・家庭・地域・関係機関が連携し、いじ

め問題の解決に向けて取り組む。 

( 補 足 説 明 等 ) 町専任相談員を中学校にも週１回派遣する。 

取
組
状
況 

改善した点 
 心配な児童・生徒について、スクールカウンセラー（ＳＣ）や町専任相談員との

連携を密に図った。 

実 施 内 容 
ＳＣが小学校 5年生、中学校１年生と全員面接を実施した。週 1 回町専任相談

員を小・中全校に派遣した。 

成 果 
 児童・生徒に寄り添いながら、各校において具体的に心境を把握することがで

きた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続き町専任相談員を週 1回小・中学校に派遣し、安心して登校できる環境

を整える。 

 

基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-1 豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-1-５-6 
「ＳＯＳの出し方に関する教育を推進するための指導資料」に

基づく自殺防止教育の全校実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｃ 継続 

対 象 者 児童・生徒、保護者 

事 務 事 業 概 要 

児童・生徒が、危機的状況に対応するため、身近にいる信頼できる大人にＳＯ

Ｓを出せるようにすること、身近にいる大人もそれを受け止め、支援ができるよ

うにすることを目的とした教育を推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

「ＳＯＳの出し方に関する教育を推進するための指導資料」に基づき、児童・

生徒への指導・支援の充実、保護者等への啓発を図る。 

( 補 足 説 明 等 ) 
特に自傷行為を行う、児童・生徒の状況を把握し、ＳＯＳを出しやすい環境を

関係機関と連携し整える。 

取
組
状
況 

改善した点 
 全児童・生徒へ関係機関相談窓口一覧を引き続き配布した。対応困難な事例に

は、ＳＣや町専任相談員、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）が関わった。 

実 施 内 容 

「ＳＯＳの出し方に関する教育を推進するための指導資料」に基づき、小学校

６年生、中学校１年生又は２年生を中心にして、１学期に１単位授業時間の指導

を実施した。 

成 果 
 ＳＯＳの出し方に関する指導を全校で実施し、児童・生徒の生命の安全を確保

することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 保護者・地域にも学校だより等で自殺防止教育の啓発を図るとともに、町専任

相談員の派遣等、気軽に相談できる体制を継続して整える。 

 

1-1-4 いじめに対する指導の徹底と子どもに寄り添った丁寧な対応  

 

1-1-5 ＳＯＳの出し方（自殺防止）に関する教育の推進  
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基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-1 豊かな心を育て、いのちや人権を尊重する態度を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-1-６-7 健全育成会議等の開催 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教員 

事 務 事 業 概 要 
児童・生徒の生活指導上の課題の把握・解決のため、学校・関係機関・教育委員

会事務局相互の情報連携・行動連携の強化を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

年 4 回実施する。うち 1 回はいじめ問題対策連絡協議会を位置付けて実施す

る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 生活指導上の諸課題を計画的（１回ごとにテーマを教育課題に応じて定め）に

扱い、協議を深めた。 

実 施 内 容 年間 4回健全育成会議を実施し、学校間で具体的な事例を通して協議した。 

成 果 
 問題発生時は、各学校と教育委員会が連携し、早期に対応することができ、問

題が長期化する事案は発生しなかった。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 ネット上のいじめの対策（「ＳＴＯＰ２２‼」を含め）について、家庭と連携し

た取組を引き続き推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-1-6 人権教育を基盤にした生活指導の充実  
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基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-2 社会の持続的な発展を牽引する力とグローバルに活躍する人材を育成

する教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-２-1-8 
ふるさと教育推進委員会の開催とふるさと学習「みずほ学」の

全校実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課・図書館 前年度評価・方向性 Ａ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 
学ぶ力、地域社会に貢献しようとする態度を育てるため、地域の自然・伝統・文

化・歴史・産業・ものづくり等の教育資源を活用した探究的な学習を推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

ふるさと教育推進委員会を年３回実施し、ふるさと学習「みずほ学」が、小・中

学校を通して系統的に指導できるよう年間指導計画の改善を図る。青梅市と連携

して多摩だるま絵付け体験を実施する。また、図書館所管施設の郷土資料館・耕

心館とも連携し、更なる探究的な学習を推進する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 モノレール延伸事業への参加や町内事業所との連携を強化した。児童・生徒の

発案による、瑞穂町をイメージした弁当レシピコンクールを新設した。 

実 施 内 容 

ふるさと教育推進委員会で各校の取組を共有するとともに、小学校から中学校

への系統性を踏まえて取組を工夫した。 

弁当レシピコンクール「みずほまるグルメ」は商品が販売される取組を行った。 

瑞穂第五小へけやき館学芸員と町内で活躍するアーティストを講師として派遣

し、体験学習を実施した。その後、児童の作品をけやき館で展示した。 

成 果 

 関係機関と連携し、モノレール乗車体験や町内の工場見学を全小学校で実施し

た。 

耕心館の代表的な取組であるつるし飾りを通して、瑞穂町の文化や伝統に触れ、

ものづくりの魅力を伝えることができた。 

町内で活躍するアーティストを通して、瑞穂町の文化や美術に触れ、ものづく

りや芸術の魅力を伝えることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 児童・生徒のニーズに応じ、「自分たちが考えたことが実現される」学習が展開

できるよう、関係機関との調整を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2-1 ふるさと学習「みずほ学」の推進とＳＤＧｓの視点に立った主権者教育の推進  
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基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-2 社会の持続的な発展を牽引する力とグローバルに活躍する人材を育成

する教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-２-1-9 外部講師を招へいした主権者教育の全校実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課・図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 

ＳＤＧｓの達成に資する持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ：Education for 

Sustainable Development）の考え方を踏まえ、地域の多様な関係者との協働

による実践を通して、持続可能な地域社会づくりの担い手として必要な資質能力

を養う。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

児童・生徒の学びのニーズに応じて、専門的な知識・技能のある外部人材を選

定するなど、多様な関わりを通して、体験的な学習活動を推進する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 

 ふるさと学習「みずほ学」の指導計画に基づいて、SDGｓの１７のゴールと照

らし推進するとともに、実践報告集の構成を改善した。また、「持続可能な社会づ

くりの構成概念（例）Ⅰ～Ⅵ」を活用して基本的な考え方の共有を図った。 

実 施 内 容 

ふるさと教育推進委員会では、児童・生徒の主体的な学びの実現に向け、改善

の視点を明らかにした。 

耕心館の代表的な取組であるつるし飾りを通して、瑞穂町の文化や伝統に触れ、

ものづくりの魅力を伝えることができた。 

だるま絵付け体験を継続して実施した。 

瑞穂第五小へけやき館学芸員と町内で活躍するアーティストを講師として派遣

し、体験学習を実施した。その後、児童の作品をけやき館で展示した。 

成 果 

 瑞穂第五小の「瑞穂町盛り上げ隊」が継続して活動した。 

また、つるし飾り・だるま絵付け体験を通じて、瑞穂町の文化・伝統に触れると

ともに体験的な学習活動を通して、児童にものづくりの魅力、つくりあげる達成

感を伝えることができた。 

町内で活躍するアーティストを通して、瑞穂町の文化や美術に触れ、ものづく

りや芸術の魅力、つくりあげる達成感を伝えることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 各校が、指導計画に基づき、ＳＤＧｓと関連付けながら、ふるさと学習「みずほ

学」を実践できる環境を整える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2-1 ふるさと学習「みずほ学」の推進とＳＤＧｓの視点に立った主権者教育の推進  
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基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-2 社会の持続的な発展を牽引する力とグローバルに活躍する人材を育成

する教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-2-2-10 ＡＬＴ（英語指導助手）の全校派遣及び英語検定の実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 
英語を体験的に学び、国際的なコミュニケーション能力を養うため、ＡＬＴを

活用した授業の充実を図るとともに、英語検定実施を補助する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

ＡＬＴは小学校へ週 1 回、中学校へ週 2 回派遣し、専科担当教員との連携を図

る。英語検定は中学校２年生に対して補助する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 

 小学校全校の体験型英語学習施設の利用を継続して補助する中で、普段から

ALTを活用し、英語に慣れ親しむこともあったことから、中学校でも利用する学

校が出てきた。 

実 施 内 容 
ＡＬＴを年間で小学校へ３５日、中学校へ９０日派遣した。中学校 2年生の英

語検定の補助、小学校 5年生の英語学習施設の利用を支援した。 

成 果 

 児童が体験的に英語を学ぶ機会を設けた。 

体験型英語学習施設の活動を基に、その後の学習で英語での会話に興味をもっ

た児童がノートまとめに取り組んだ。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 英語検定の補助金制度を実態に応じて継続し、制度の周知を図る。 

ＡＬＴの活用について、各学校の視察を実施して、有効な活用を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2-2 英語教育、国際交流の推進  
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基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-2 社会の持続的な発展を牽引する力とグローバルに活躍する人材を育成

する教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-2-3-11 青少年国際交流事業の推進 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｃ 継続 

対 象 者 町内在住の中学生 

事 務 事 業 概 要 

国際感覚を養い、社会性や自立性、感性の向上を図るとともに、日本とアメリ

カの良さを知るため、姉妹都市であるカリフォルニア州モーガンヒル市と交流を

図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

コロナ禍以降の米国モーガンヒル市の状況をふまえ情報収集に努め、企画政策

課と調整を図りながら、今後の方向性を協議する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 企画政策課と調整を図り、今後の方向性について協議を行った。 

成 果  モーガンヒル市の状況について、情報取集した。 

評 価 と 根 拠 

  C  

企画政策課と連携し、モーガンヒル市の状況について、情報収集・共有を図っ

たが、交流再開には至らなかった。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 モーガンヒル市との交流については、企画政策課と継続して情報収集、調整を

図っていく。 

 交流再開が見込まれる段階をとらえ、町部局と連携して両市町の小中学生の交

流機会を確保していく。 

 

基本方針 1 人権尊重と社会貢献の精神の育成 

方針実現のための方向性：1-2 社会の持続的な発展を牽引する力とグローバルに活躍する人材を育成

する教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-1-2-3-12 音楽鑑賞教室の実施並びに中学校での茶道教室の実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 芸術・伝統・文化について、体験的に学ぶ場を設ける。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
小・中学校音楽鑑賞教室を令和 7 年 6 月 5日に実施する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  補助金を設け、実施した。 

実 施 内 容 小・中音楽鑑賞教室を令和７年 6 月５日、茶道教室を 3学期に実施した。 

成 果  芸術・伝統・文化について、体験的に学ぶことができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 縮小 

 授業時数の確保と体験事業のバランスを判断し、実施内容・方法を検討する。 

 

 

 

1-2-3 日本の伝統・文化理解教育の推進  

 

1-2-3 日本の伝統・文化理解教育の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-1 全ての児童・生徒に確かな学力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-1-1-13 
クラスサポートスタッフの配置（小学校全校）と個に応じた指 

導体制の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童、教員 

事 務 事 業 概 要 
クラスサポートスタッフを活用し、小学校 1・2 年生における個に応じた指導

体制とともに、より安全で規律ある学習環境を整える。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

指導補助、配慮を要する児童の個別支援のため、クラスサポートスタッフを小

学校 1年に配置する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  クラスサポートスタッフを継続して各小学校に配置した。 

実 施 内 容 小学校１・２年生の学習・生活の指導を補助した。 

成 果 
 クラスサポートスタッフが児童理解を深め、個に応じた指導体制を充実するこ

とができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 都のエデュケーション・アシスタント配置支援事業を活用し、クラスサポート

スタッフ制度を継続していく。 

 

基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-1 全ての児童・生徒に確かな学力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-1-2-14 ＩＣＴ教育・学力向上推進委員会の開催 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教員 

事 務 事 業 概 要 
児童・生徒に育てたい資質・能力を踏まえ、ＩＣＴ機器活用の在り方を追究す

る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

教育ＩＣＴ担当者連絡会を年 3回実施し、令和 4年度作成のＩＣＴ教育推進資

料の活用する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  教育 ICT担当者連絡会を継続して実施した。 

実 施 内 容 

教育ＩＣＴ担当者連絡会を 3 回実施し、ＩＣＴ（主にタブレット端末）の活用

方法を共有した。 

教育委員会授業観察の際にＩＣＴ活用の場面を視察した。 

成 果 

 「瑞穂町教育ＩＣＴ担当者連絡会 実践事例集」を活用し、ＩＣＴの積極的な利

活用が推進された。授業観察した際に、生徒同士で活用している状況をタブレッ

ト端末でその場で共有することを確認した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 効果的な実践事例を取りまとめ、全小・中学校で共有する。 

 

 

 

 

2-1-1 学校内外の生活や学習の基盤をつくる教育の推進  

 

2-1-2 生きてはたらく基礎的な知識・技能の習得を図る教育の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-1 全ての児童・生徒に確かな学力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-1-2-15 町学力調査等の実施・活用に基づく学力向上策の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒、教員 

事 務 事 業 概 要 
児童・生徒の学習の定着状況について、経年変化を把握し、授業改善の視点を

明らかにするため、町独自の学力調査を実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

町学力調査は小学校３・４年生、中学校は全学年で実施し、学校と教育委員会

事務局で分析結果、授業改善の視点を共有する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 同一集団の経年比較を行い、成果を挙げた学校の取組（分析方法等）を学力向

上推進委員会で周知した。 

実 施 内 容 
4 月に実施した町学力調査について、10月に結果分析を行い、各校の授業改善

の視点を明らかにした。 

成 果 
 学力が向上した学校の取組について、学力向上推進委員会で具体的な授業改善・

校内研究の在り方等について共有することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 成果を挙げている学校の取組を町内の全小・中学校に各種会議等で紹介し共有

を図る。 

 

基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-1 全ての児童・生徒に確かな学力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-1-3-16 思考力・判断力・表現力等を伸長する授業の展開 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性   

対 象 者 児童・生徒、教員 

事 務 事 業 概 要 
思考力・判断力・表現力等を生かし、児童・生徒が意思決定する教育プログラム

を導入する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

意思決定する教育プログラムについて研修を教員に対して行い、数校でモデル

的な授業を行う。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  授業の中で意思決定する場面を意図的に設けた授業公開を設定した。 

実 施 内 容 
思考力・判断力・表現力等が多く求められる起業家教育プログラム等の実施を

小学校段階（瑞穂第五小学校）から行い、好事例として各校に発信し、広めた。 

成 果 
 瑞穂第五小学校の取組は、産業まつりで PR でき、町内全体に発信することが

できた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 更に、思考力・判断力・表現力等が発揮される取組を多くの学校で展開できる

環境を整える。 

 

 

 

 

 

2-1-2 生きてはたらく基礎的な知識・技能の習得を図る教育の推進  

 

2-1-3 未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等の育成を図る教育の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-1 全ての児童・生徒に確かな学力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-1-4-17 学校図書館司書の全校配置 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒、教員 

事 務 事 業 概 要 
読書教育を推進するため、図書館司書と教員が連携し、学校図書館の整備、学

校と町図書館との連携を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

学校図書館司書を配置して体制の充実を図ること、学校図書館の情報センター

機能の強化、地域学校協働本部・放課後学習と連携した「図書館を使った調べる

学習コンクール」等の多様な取組を推進する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  町図書館との連携を促した。 

実 施 内 容 
図書館司書と教員が連携し、学校図書館の整備、学校と町図書館の連携を図り、

読書活動を推進した。 

成 果 
 「図書館を使った調べる学習コンクール」への応募作品の内容が長い文章で構

成される等充実した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 各校の工夫した「図書館を使った調べる学習コンクール」に向けた取組等を共

有する。 

 

基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-1 全ての児童・生徒に確かな学力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-1-4-18 読書週間等の全校実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 
各校で読書週間等を設定し、学校・家庭・地域・図書館が協力して、学校全体で

組織的に読書活動を推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

発達段階に応じたテーマや目標冊数の設定、推奨図書の提示、読み聞かせ・ブ

ックトークの工夫等の多様な活動を通して、児童・生徒の読書への意欲を高める。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  町図書館との連携を促した。 

実 施 内 容 

各校で読書週間・旬間を設定し、学校全体で読書活動を推進した。 

学校においても、読書した冊数だけではなく、内容も充実させる取組が見られ

た。 

成 果 
 学校において、児童・生徒の読む本が、文庫・シリーズ物の内容になるなど読書

の質が高まった。町図書館を児童・生徒が引き続き利用した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 各校の工夫した取組（読書の質の向上、町図書館との有効な連携等）を共有す

る。 

 

 

 

 

2-1-4 読書活動の推進  

 

2-1-4 読書活動の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-1-19 児童・生徒の健康診断の実施 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 
児童・生徒の健康増進及び健康状態を把握するために、健康診断、就学時健診

等を実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

児童・生徒の健康増進を図るために、学校保健安全法に基づき健康診断の適切

な実施を図る。外国人の就学時健康診断を適切に行う。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

各種健康診断に関し、学校医、学校及び教育指導課と連携し適切に実施した。

また、就学時健康診断時における外国人については、翻訳機等を活用しながら的

確に対応した。 

成 果 
 各校における各種健康診断を適切に実施し、児童・生徒の健康状態を把握する

ことができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 限られた時間の中で就学時健康診断をよりスムーズに実施できるよう養護教諭

とのさらなる連携が必要である。 

 

基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-1-20 
安心・安全な学校生活を送るための児童・生徒等の感染症対策

の推進 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒及び教職員 

事 務 事 業 概 要 

児童・生徒の新型コロナウイルス等への感染防止を図るため、引き続き消毒機

器・石鹸の配備、空調管理を行う。また、学級閉鎖等発生時には関係機関等へ迅速

な情報提供を行う。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

手洗い、うがい、手指消毒や換気の励行を行い、児童・生徒の感染症罹患を防止

する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

校長連絡会等を通して、手洗い、うがい、手指消毒、十分な睡眠と栄養の必要性

を周知するとともに、学校の空調設備を活用して適切な換気を促し、感染症等の

罹患防止に努めた。 

また、インフルエンザ等に伴う学級閉鎖時には、学校と連携し迅速に関係機関

に情報提供した。 

成 果 
 学校及び学校医と連携し、学級閉鎖、学校閉鎖の対応を行い感染拡大を抑制し

た。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 学校と連携した感染症対策及び健康管理の重要性を浸透させる必要がある。 

 

2-2-1 体力向上と健康教育の推進  

 

2-2-1 体力向上と健康教育の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-1-21 東京都体力・運動能力、運動習慣等調査の全校実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 
体力・運動面の課題を把握し、取組の改善の視点を明確にするよう運動能力、

運動習慣等調査を実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

全学年で調査を実施し、分析結果を活用して、体育・保健体育の授業、体力向上

の取組の改善を図る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 調査前、各校で瑞穂町リモートオリンピックの動画の活用について全小・中学

校で視聴できる環境を整えた。 

実 施 内 容 東京都体力・運動能力、生活・運動習慣等調査を全校・全学年で実施した。 

成 果 
 動画で取り扱った５０ｍ走、ソフトボール・ハンドボール投げで全国平均を上

回った。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 持久力、敏捷性に課題が見られる。調査結果を踏まえ、体力・運動能力、生活・

運動習慣等の改善を図る。 

 

基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-1-22 外部講師を招へいしたがん教育の全校実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒、教員 

事 務 事 業 概 要 がん対策基本法、学習指導要領に基づき、がん教育を全小・中学校で実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

公立福生病院の医師等と連携し、町内の小学校 6年生、中学校３年生で実施す

る。 

( 補 足 説 明 等 ) 知識・技能に関する部分は教員が指導できる学習指導案に基づいて実施する。 

取
組
状
況 

改善した点  教員が主体となり、がんに関する知識の部分について指導するように改善した。 

実 施 内 容 
公立福生病院のがん医療専門の看護師と協力した特別授業を小学校６年生、中

学校３年生を対象に全校で実施した。 

成 果 

 教員が、がん教育（定期健診の啓発・発生メカニズム・患者への寄り添い）につ

いて理解を深め、指導できるようになったことから、児童・生徒の実態により適

合した学習を進めることができた。また、実際の治療の場面の様子等については、

看護師による授業を実施した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 病院と学校との事前打合せ（学習指導案の確認・事前アンケート）の充実を図

る。 

 

 

 

 

2-2-1 体力向上と健康教育の推進  

 

2-2-1 体力向上と健康教育の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-1-23 総合スポーツ大会の開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民 

事 務 事 業 概 要 
町民のスポーツに対する意識を高め、町民相互の親睦と体力増進を図り、あわ

せて各体育団体の組織力強化、参加者の技術の向上を目指す。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

スポーツ協会に委託し、大会を開催する。町民のスポーツ意識の向上と体力増

進、体育団体の組織力の強化、参加者の技術の向上を目指す。 

( 補 足 説 明 等 ) スポーツ競技２0 種目 参加者３，０００人 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 １９種目で３，１３９人の参加があった。 

成 果 
 大会運営を通して、各競技団体の組織力の強化が図れ、選手には、日頃の活動

の成果を発揮することで、スポーツの振興に繋がった。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 参加人数の目標は達成できたが、令和 7 年度末で陸上競技クラブ、ゲートボー

ル連盟が高齢化を理由に活動を終えることとなり、各競技団体の高齢化が課題と

なる。 

今後も町民のスポーツ意識の向上と体力増進に向け、スポーツ協会と連携し多

くの町民の参加を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-1 体力向上と健康教育の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-1-24 駅伝競走大会の開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｃ 継続 

対 象 者 町内外駅伝チーム 

事 務 事 業 概 要 
スポーツの推進、健康、体力づくりを進め、地域スポーツ活動の場と機会を提

供する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

スポーツ協会に委託し、大会を開催する。町民のスポーツ意識の向上と体力増

進、地域スポーツ活動の機会を提供する。 

( 補 足 説 明 等 ) 参加チーム１３０チーム以上 

取
組
状
況 

改善した点 

 運営委託先であるスポーツ協会と準備段階から連携を深め、スムーズな大会準

備を行った。また、コースの安全確保のため、民間の交通誘導員を要所に配置し

たほか、昨年同様に運送会社、トラック協会、介護事業所等へ交通規制等の周知

を行い、大きな影響なく実施できた。 

実 施 内 容 
町内会の部１５チーム、一般の部３２チーム、近郊の部２７チーム、合計７４

チームの参加があった。 

成 果 

 駅伝競技大会を通して、町民の体力向上並びに走る技術の向上及び選手の育成

が図られた。また、町内会相互の交流を通して、地域コミュニティの振興も併せ

て図られた。 

評 価 と 根 拠 
  Ｃ  

参加チームは増加したが、目標参加チーム数に達することができなかった。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 安全に配慮したコース、車両通行止め区間及び中継所の見直し等を研究する。 

また、令和８年度はスポーツ振興くじ助成を申請し、参加チーム数増加に向け、

民間活力の導入を検討する。 

 

基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-2-25 部活動指導員の配置・部活動指導補助員の派遣 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 生徒 

事 務 事 業 概 要 中学校部活動支援のため、部活動指導員、部活動指導補助員を配置する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

地域連携推進のため、文化部への部活動指導員、部活動指導補助員の配置、コ

ーディネーターの発掘・定着に努める。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 部活動指導員・指導補助員を配置し各種制度を整備した。サッカー部と野球部

で、合同部活動を試行した。 

実 施 内 容 

卓球部、ソフトテニス部、バスケットボール部、バレーボール部、吹奏楽部、剣

道部、家庭科部、野球部、陸上競技部に部活動指導補助員、バレーボール部、吹奏

楽部に部活動指導員を配置した。 

成 果  部活動指導員を継続して配置することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 拡大 

 部活動外部委託の予算を計上し、地域展開を含め抜本的な取組の改善に着手す

る。 

2-2-1 体力向上と健康教育の推進  

 

2-2-2 部活動指導への支援  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-2-26 部活動生徒派遣費や競技参加費の支援 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 生徒、保護者 

事 務 事 業 概 要 保護者負担軽減のため、部活動に係る経費を支援する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
公式大会等参加費、生徒派遣旅費（交通費）を予算の範囲内で補助する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  上位大会進出を見越して予算を確保した。 

実 施 内 容 

男子バスケットボール部、女子バスケットボール部、陸上競技部、ソフトテニ

ス部、剣道部、バレーボール部、野球部、吹奏楽部、サッカー部、卓球部の大会参

加費、生徒派遣を補助した。 

成 果  近隣自治体に比べて、保護者の費用的負担を軽減することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 部活動改革が進む中、実績を踏まえ予算を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-2 部活動指導への支援  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-3-27 
羽村・瑞穂地区学校給食センターとの連携及び学校給食費無償

化事業等保護者負担軽減事業の推進 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 学校給食センター、小・中学校 

事 務 事 業 概 要 

児童・生徒の健やかな成長及び食習慣の確立を図り、安心安全な給食を提供す

るため、各小・中学校及び給食センターと連携を図るとともに、保護者の経済的

負担を抑制するために学校給食費の無償化を行う。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

各小・中学校及び給食センターと連携を図り、情報共有に努め、児童・生徒に対

し安全安心な給食を提供する。 

また、保護者の教育に関する経済的負担軽減のために、学校給食組合等と連携

して学校給食費の無償化を推進するとともに、私立学校等に就学する児童・生徒

の保護者にも同様の支援を行う。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

各小・中学校及び給食センターと連携及び情報共有を図り、安全安心かつ安定

した学校給食を提供した。 

また、学校給食費の無償化に係る事業費を適切に執行するとともに、東京都の

補助金事務を適切に行った。さらに町内の小・中学校に通う児童・生徒だけでは

なく、私立学校等に就学する児童・生徒にも同等の支援を行った。 

成 果 

 各校及び給食センターと連携しながら、安全な給食を提供した。また、町立小・

中学校の学校給食費無償化及び私立学校等就学者やアレルギーや宗教上の理由か

ら喫食できない子どもたちへの同等支援事業を円滑に進め、保護者の負担軽減を

進めることができた。 

町立小・中学校の学校給食費については、東京都の補助金を獲得することがで

きた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 国の公立小学校に対する給食への支援策について情報収集を的確に進める。ま

た、保護者に対する経済的負担軽減のために学校給食に関する支援を継続して実

施する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-3 学校給食費等の無償化の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-4-28 アレルギー疾患対策の推進（東京都研修への参加支援） 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 小・中学校 

事 務 事 業 概 要 

給食の安全供給と食物アレルギー対策を進めるため、研修や講習会参加に伴う

情報提供や参加等を取りまとめる。また、町アレルギー疾患対応マニュアルを活

用した安全対策について各校の取組を支援する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

児童・生徒が食に関する正しい知識、望ましい食習慣を身に付けるとともに、

食物アレルギー疾患に関する事故を防止するため、アレルギー疾患対応マニュア

ルに基づく校内研修等を実施する。また、東京都主催の研修会等への参加取りま

とめなど随時周知を図っていく。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
各校においてアレルギー疾患対応マニュアルを活用した校内研修を実施した。

また、東京都主催の研修を学校の担当者が受講した。 

成 果 
 アレルギー疾患対応マニュアルを活用した校内研修を実施したことにより、全

教員に周知することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続き食物アレルギー対応が必要な児童・ 生徒の把握に努め、給食の安全と

対応の徹底を図る。 

 

基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-2 健やかな体を育て、健康的に生活する力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-2-4-29 学校の食育リーダーの選任と食育の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒、教員 

事 務 事 業 概 要 
正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、地産地消や地域の産業・文化理解を

深めるため、各校に食育リーダーを置き、学校全体で組織的に食育を推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

食育年間指導計画に基づき、食育リーダーを中心として、羽村・瑞穂地区学校

給食センターとも連携し、食に関する指導の充実を図る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  食育リーダーを中心に給食指導を実施した。 

実 施 内 容 栄養士、調理員による小学校１年生への食育指導や栄養指導を実施した。 

成 果 

 全小・中学校で食育指導を実施することができた。 

食育の一環で「みずほまるグルメ」事業を実施し、児童・生徒の食に関する関心

を高めた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 理科や生活科、体育・保健体育科の保健指導等と関連付けるとともに、「みずほ

まるグルメ」事業も含め充実を図る。 

 

 

 

2-2-4 食育と食物アレルギー対策の推進  

 

2-2-4 食育と食物アレルギー対策の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-3 夢と志をもち、可能性に挑戦しようとする力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-3-1-30 中学校における 5 日間の職場体験の実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 生徒 

事 務 事 業 概 要 
職場体験を通して、自分の将来に夢や希望をもち、その実現に向けて努力しよ

うとする態度を育てる。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

ふるさと学習「みずほ学」と関連付け、各事業所の協力を得て、事前・事後の指

導を工夫して、５日間の職場体験を実施する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  商工会等と連携し、受け入れ先を確保した。 

実 施 内 容 
ふるさと教育「みずほ学」と関連付け、各事業所の協力を経て、事前・事後指導

を工夫して実施した。 

成 果  ６２事業所の協力を得て、中学校 2 校ともに実施することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 職場体験を契機に、各校のキャリア教育を充実させ、将来の自己実現に向けた

生徒の資質・能力の育成を図る。 

 

基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-3 夢と志をもち、可能性に挑戦しようとする力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-3-2-31 町内保育所等との連携による特別支援教育の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 幼児、保護者、保育士、幼稚園教諭 

事 務 事 業 概 要 
子どもの特性に応じた切れ目のない支援のため、町内各保育所・幼稚園と連携

し、就学相談の充実を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

町内各保育所・幼稚園に保護者啓発資料の配布、町専任相談員（公認心理士）の

派遣を行い、連携強化を図る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  保護者啓発資料に基づき、就学相談会を行った。 

実 施 内 容 
町内各保育所・幼稚園へ保護者啓発資料の配布、町専任相談員の派遣、就学相

談説明会（１２人）を実施した。 

成 果 
 ２月に就学相談説明会を実施し、町の特別支援教育について、小学校入学前段

階から周知することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 町専任相談員による心理検査や就学前の児童の状況把握等について、福祉担当

部署と定期的な打ち合わせ等を通して連携する。 

 

 

 

 

 

 

2-3-1 キャリア教育の推進  

 

2-3-2 特別支援教育の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-3 夢と志をもち、可能性に挑戦しようとする力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-3-3-32 
特別支援教室の全校展開及び情緒障害固定学級等による特別支

援教育の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 
発達障害のある児童・生徒が、在籍校・情緒障害固定学級で特性に応じた指導・

支援を受けられようにする。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

特別支援教室専門員の配置、臨床発達心理士の派遣、個別指導計画の改善、情

緒障害固定学級の指導の充実等を通して、発達障害教育の充実を図る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 特別支援教育の重層的な展開について、特別支援教室・特別支援学級の適正な

運営を行った。 

実 施 内 容 

特別支援教室は全小・中学校、特別支援学級は小学校段階で知的と情緒障害固

定学級を運営することで、個々の児童・生徒に合った特別支援教育を推進した。

特別支援教室の教育課程届出様式を一新した。 

成 果 

 運営のみならず、利用するまでの流れを各小・中学校で円滑で進められるよう、

図式化した資料を作成し周知を図った。教育課程届出様式の一新とともに、指導

目標等の記載事項に関する指導を徹底し、改善させた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 児童・生徒の実態に合わせた指導内容を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3-3 不登校対策の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-3 夢と志をもち、可能性に挑戦しようとする力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-3-3-33 

スクールカウンセラー（ＳＣ）の配置並びに町専任相談員の学

校派遣及びスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）配置による

不登校支援の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 
児童・生徒が抱える困難さや学校不適応等に対応するため、心理面・福祉面の

専門的なスタッフを活用し、教育相談体制の充実を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

小・中学校に週１回ＳＣ、週１回町教育相談員（公認心理士）、中学校に週４回

ＳＳＷを派遣する。 

( 補 足 説 明 等 ) 町教育相談員を全校に派遣する。 

取
組
状
況 

改善した点 

 学校・ＳＳＷ・事務局による支援の状況を把握及び「中学校のＳＳＷ」という小

学校の認識の改善による支援の充実を図り、支援を依頼する際の様式を改善し、

運用した。連絡が困難な家庭へＳＳＷが家庭訪問等で働きかけを行った。 

実 施 内 容 

ＳＣは小・中学校へ週１回、町専任相談員は週 1回、ＳＳＷは中学校へ週２回

配置した。全小学校への意図的なＳＳＷの派遣を行い、風通しのよい関係構築に

向けて動き出した。ＳＳＷと統括指導主事による研修会を兼ねた連絡会を月２回

設定し、支援・社会資源の活用・関係機関との連携等について協議を行った。 

成 果 

 ＳＳＷの働きかけにより、保護者の信頼を得て引きこもりの児童・生徒が外部

とつながり、地域行事に参加できるようになった。「中学校のＳＳＷ」という小学

校の認識のやわらげ、小学校への支援を増やすことができた。定期的な連絡会の

実施により、ＳＳＷによる案件の抱え込みと孤立化を防ぐことができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 ＳＳＷの役割について、各学校の理解を更に深め、教育と福祉の両面から児童 ・

生徒への支援を明るい雰囲気で行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3-3 不登校対策の推進  
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基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-3 夢と志をもち、可能性に挑戦しようとする力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-3-3-34 学校と家庭との連携推進事業 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒、保護者 

事 務 事 業 概 要 
「家庭と子供の支援員」を活用し、登校しぶり、不登校長期化の児童・生徒への

支援体制の充実を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

「家庭と子供の支援員」を全小・中学校に配置し、教職員、専門的なスタッフ等

と連携して、校内における個別支援、保護者の相談対応、家庭訪問などの登校支

援を行う。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  ＳＳＷとの連携を図った。 

実 施 内 容 
「家庭と子供の支援員」を全小・中学校へ派遣し、ＳＳＷと連携し個別支援、相

談対応、家庭訪問等を行った。 

成 果  小・中学校共に個々の不登校の状態に合わせた支援を行った。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 東京都教育委員会の諸事業（ＳＳＷ事業・不登校対策事業）を活用し、複合的な

支援を行うよう改善を図る。 

 

基本方針 2 確かな学力の育成と個性と創造力の伸長 

方針実現のための方向性：2-3 夢と志をもち、可能性に挑戦しようとする力を育む教育 

 

 

事 務 事 業 名 7-2-3-3-35 教育支援室による不登校支援の充実と日本語指導員の派遣 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ａ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 
不登校児童・生徒等の学校復帰や学習支援のため、教育支援室（スタディルー

ム・いぶき）が個別指導・支援を行う。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

児童・生徒の教育的ニーズに応じて、来室指導、日本語指導の指導員派遣、校内

における別室指導の指導員派遣等を実施する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  人との関わりを大切にする体験活動を充実（運動等）させた。 

実 施 内 容 いぶき利用の児童３人、生徒３０人、日本語指導の派遣利用１５人。 

成 果  いぶき利用の児童・生徒が安心して通室でき、心の居場所づくりとなった。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 学校復帰のための学習指導に限定せず、児童・生徒が気軽に通室できる心の居

場所としての機能を充実する。 

 

 

 

 

 

 

 

2-3-3 不登校対策の推進  

 

2-3-3 不登校対策の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-1-36 学校施設長寿命化計画の推進 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 小・中学校 

事 務 事 業 概 要 
令和２年度に策定した計画に基づき、各校の改修や修繕に関して、今後の詳細

な検討を行うとともに、改修等を推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

小学校 5 校及び瑞穂中学校の体育館空調設備設置事業、瑞中トイレ改修工事等

を円滑に進める。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

体育館空調設備設置事業については、入札不調等もあり、当初の計画通りに進

めることはできなかったが完了させた。 

二中東校舎の個別空調化及び体育館空調設備に関する設計を行った。 

瑞中トイレ改修工事については、国の補助金が採択保留となり補助金獲得がで

きなくなり令和 8 年度事業に変更した。 

成 果 
 体育館空調工事を完了させ、快適な学習環境を確保するとともに、災害時の避

難所機能の向上を図ることができた。 

評 価 と 根 拠 

  Ｃ  

瑞中トイレ改修工事が、国の方針により事業採択が保留となり、補助金獲得が

できなくなったため、令和 8 年度へ先送りせざるを得なかった。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 瑞中トイレ改修工事については、国の補助金の動向を注視する必要がある。 

継続して長寿命化計画に基づき進めていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-1 安全・安心かつ快適な学校施設の維持・整備の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-1-37 校庭芝生化維持管理の支援 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 小・中学校 

事 務 事 業 概 要 
専門業者による芝生維持管理、芝生応援団の活用及び専門家派遣等により芝生

の育成を促進する。また、芝生の維持管理の肥料・砂の購入、刈芝の処分を行う。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

引き続き、専門業者への業務委託、維持管理組織への情報提供・連携が行える

ようにする。 

( 補 足 説 明 等 ) 全小・中学校の維持管理について支援を行う。 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
専門業者への業務委託、維持管理組織への情報提供・連携、肥料・砂の購入・配

布、刈芝の処理委託をした。 

成 果 
 専門業者による維持管理及び維持管理組織の活動により、適切に芝生の維持管

理をすることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 専門業者への業務委託、維持管理組織への情報提供・連携、肥料・砂等の購入・

配布、刈芝の処理を引き続き行う。また、一部芝刈業務について、シルバー人材セ

ンターへの委託を活用する。 

 

基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-1-38 学校施設の維持管理 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 小・中学校 

事 務 事 業 概 要 
全小・中学校の計画的な修繕及び保守点検、警備等を委託し、児童・生徒の安全

かつ快適な学校生活を確保する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

緊急性・安全性を考慮して、計画的に修繕を進めるとともに、保守点検等の各

種業務委託を行い、安全かつ快適な学習環境の整備に努める。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
各学校からの要望に基づき優先順位をつけ的確に修繕を行った。また、照明器

具のＬＥＤ化を進めた。 

成 果 
 的確に修繕を行ったことにより、安全かつ快適な学習環境の維持を進めること

ができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 施設の老朽化が進んでいるため、計画的な修繕を行うとともに、効果的な業務

委託を行うことが必要である。 

ＬＥＤ化についても順次進めていく。 

 

 

3-1-1 安全・安心かつ快適な学校施設の維持・整備の推進  

 

3-1-1 安全・安心かつ快適な学校施設の維持・整備の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-1-39 教室等学校施設の維持・確保の推進 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 小・中学校 

事 務 事 業 概 要 
国から示されている 35 人学級への移行に対応するための教室改修等に関し

て、関係部署との調整を図るとともに、補助金確保に向けた研究を進める。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

関係部署・機関と調整し、各学校とも普通教室不足とならないように対応する

とともに、改修費用等の補助金を模索する。また、児童・生徒数の推計値を基に今

後の対応を検討する。 

( 補 足 説 明 等 ) 
宅地開発状況及び戸建て住宅アパート等の新築状況を把握する。 

令和 8年度から中学校 1年生も 35 人学級となる。 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

３５人学級に的確に対応した。 

また、東京都町村会や西多摩郡町村教育長会を通して教室整備に係る支援を東

京都及び東京都教育長に要望した。 

成 果  各学校における的確な学校運営に寄与することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 今後の児童・生徒数の推計値を基に町内の宅地開発状況等を担当部署に確認し

ながら的確な状況把握を行い 、普通教室不足とならないよう対応していく。 

 

基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-2-40 学校の適正規模の研究 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 － － 

対 象 者 児童、生徒、教職員、町民 

事 務 事 業 概 要 
児童・生徒数の減少、学校施設の老朽化を踏まえた、今後の町立小・中学校の適

正規模について、子どもたちにとって最適となるよう研究する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

これからの町立小・中学校の適正規模に関する教育委員会としての素案を作成

する。 

( 補 足 説 明 等 ) 多摩都市モノレールの延伸、土地区画整理事業等の進展も考慮する。 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
先行している自治体、国の手引き、未就学児の状況及び今後の児童数を基に素

案を作成した。 

成 果  先行している自治体、国の手引き、未就学児童数の推計を基に素案を作成した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 拡大 

 素案を基に教育委員会の研究成果をまとめ、広く周知する必要がある。 

 

 

 

3-1-1 安全・安心かつ快適な学校施設の維持・整備の推進  

 

3-1-2 学校の適正規模の研究  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-2-41 ＩＣＴ環境の充実に向けた施設の維持管理 

担 当 課 ・ 館 学校教育課・教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒、教員 

事 務 事 業 概 要 

瑞穂町ＩＣＴ教育推進の一環として、子どもたちの情報活用能力の育成を目指

すとともにＩＣＴを効果的に活用し、児童・生徒の学習活動の充実を図ることが

できるよう、設備の的確な維持管理をする。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

１人１台設置パソコンを活用できるよう、ＩＣＴ支援員の派遣及び通信運搬の

安定を図り、子どもたちの情報活用能力の育成を目指すとともにＩＣＴ機器を効

果的に活用し、児童・生徒の学習活動の充実を図る。 

( 補 足 説 明 等 ) 
タブレット端末の持ち帰りを継続する。情報モラルに関する教育も計画的に行

う。 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

ＧＩＧＡスクール構想推進のために、ＩＣＴ支援員、ＧＩＧＡ端末及びモバイ

ルルーターの的確な運用をするとともに、故障等不具合についても適宜対応した。 

各校のＧＩＧＡ端末を的確に更新した。また、授業支援ソフトを新規に導入し

た。 

成 果 
 ＩＣＴ支援員の配置、ＧＩＧＡ端末及びモバイルルーターの的確な運用により

ＩＣＴ教育を推進することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 ＧＩＧＡ端末を有効活用できるよう引き続きＩＣＴ支援員を配置する必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-3 ＩＣＴ環境の維持・整備の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-4-42 通学路等の安全の確保 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｃ 拡大 

対 象 者 児童・生徒 ほか 

事 務 事 業 概 要 
町関係課及び関係機関と連携し、通学路等の点検を定期的及び集中的に行い、

交通事故や犯罪等から児童等の安全を確保する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

町関係課及び関係機関、学校関係者と連携し通学路等の合同点検を行い、改善

点等がある場合は迅速に対応し安全を確保するとともに、点検内容、改善点等の

周知をホームページ等で発信していく。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
学校、ＰＴＡ、警察、道路管理者（町建設課・東京都）、子育て応援課、安全・

安心課と連携して通学路等の合同点検を実施した。 

成 果 
 合同点検により危険箇所の情報共有を進めるとともに、道路標示の再塗装や看

板等を設置し安全の確保に寄与した。 

評 価 と 根 拠 
  Ｃ  

学校管理内で３件の交通事故が発生し、打撲等のケガをした。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 合同点検については、マンネリ化を防ぐため、新規の箇所のみあるいは重点箇

所のみ等実施方法を工夫する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-4 安全教育の推進と通学路等の安全の確保（地域防災教育の推進）  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-4-43 関係機関と連携した通学路の見守り活動の推進 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｃ 拡大 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 

町関係課及び関係機関と連携し、児童・生徒の通学時の見守りを推進していく。

また、防災無線による児童・生徒の見守りや呼びかけを継続し、関係機関との連

携により、工事箇所や危険箇所の情報を各校へ発信する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

町関係課や老人クラブ、スクールガードリーダー等の関係機関及び学校関係者

と連携し、登校時の通学路等の安全について情報を共有していく。 

また、防災無線による地域住民等へ児童・生徒の見守りの呼びかけを継続する

とともに、関係機関との連携により、危険箇所の情報を収集し、各校へ発信して

いく。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  機械音声の見守り放送から小学生の声による見守り放送に変えて実施した。 

実 施 内 容 各小学校に依頼し小学生の声による見守り放送を実施した。 

成 果 
 子どもの声による見守り放送に変えたことにより、地域の見守り活動に対する

意識の向上に寄与することができた。 

評 価 と 根 拠 
  Ｃ  

学校管理内で３件の交通事故が発生し、打撲等のケガをした。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 子どもの声による見守り放送を更新する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-4 安全教育の推進と通学路等の安全の確保（地域防災教育の推進）  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-4-44 学校危機管理マニュアルの改善と安全教育の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 拡大 

対 象 者 児童・生徒、教員 

事 務 事 業 概 要 
各校が関係機関と連携し、児童・生徒が自ら危険の回避、自助・共助について体

験的に学べるようにする。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

各校で年間指導計画やマニュアルに基づき、警察署・消防署等と連携して、交

通安全教室や避難訓練を実施する。実施の際、安全教育プログラム、防災ノート、

東京マイ・タイムライン等の活用を図る。 

( 補 足 説 明 等 ) 学校公開にて、防災教育の内容を扱う。 

取
組
状
況 

改善した点  総合防災訓練と学校公開を同時に行った。 

実 施 内 容 

総合防災訓練時に登校を地域・保護者と共に集団登校で実施した。 

各校で年間指導計画に基づき実施した。実施の際、安全教育プログラム、東京

マイ・タイムライン等の活用を引き続き行った。 

成 果 
 今まで地域で行っていた防災訓練を、学校も一緒になって行い、安全指導の充

実を図る体制を整えた。 

評 価 と 根 拠 

  Ａ  

全校で、防災に関する内容の学校公開を実施するとともに、令和８年度の教育

課程に明確に位置付けた。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 小・中学校と町関係部局が連携し、家庭・地域と連携した 防災教育・交通安全

の取組の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-4 安全教育の推進と通学路等の安全の確保（地域防災教育の推進）  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-5-45 高等学校等入学時奨学金の支給 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 高等学校等受験者 

事 務 事 業 概 要 

経済的理由により、高等学校等（中等教育学校の後期課程含む。）に入学するこ

とが困難な者に対し、入学に必要な資金の一部を支給することで、教育の機会均

等を図り、社会に貢献する有為な人材を育成する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

奨学金制度についての周知徹底及び奨学金支給審査委員会の円滑な運営を図

る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

申請漏れがないように三者面談時も含め保護者宛にお知らせを二度配付した。

また、就学援助費該当者で未申請の方には、直接連絡し申請を促した。 

１月に審査委員会を開催し該当者を的確に決定した。 

申請者数：２８人、該当者数：２０人、支給額：１，２００，０００円 

成 果  奨学金の支給により経済的支援ができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続き奨学金制度についての周知徹底及び奨学金支給審査委員会の円滑な運

営を図る。 

 

基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-1 安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む教

育 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-1-5-46 就学援助費の支給 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｃ 継続 

対 象 者 小・中学校児童・生徒の保護者 

事 務 事 業 概 要 
経済的理由により、就学が困難と認められる児童・生徒の保護者に対して行う

就学援助費の支給認定及び支給を的確かつ迅速に行う。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

広報及びホームページ等を活用するとともに、各学校と連携を図り未申請者へ

の周知に努める。また、ＳＮＳの活用について検討する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
申請漏れがないように、全員に案内文書等の配付、広報及びホームページ等を

活用し周知を行った。 

成 果  経済的に困窮している世帯に対して、的確な支援をすることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 申請漏れを防ぐ 1つの手法として、学校からの一斉配信メール等の活用につい

て検討していく必要がある。 

 

 

 

3-1-5 就学・進学に関する援助の推進  

 

3-1-5 就学・進学に関する援助の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-2 みずほの教育を担う優れた教員の確保と育成 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-2-1-47 西多摩地区公立学校公募制度によるＰＲと同公募の実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 瑞穂町以外の教員 

事 務 事 業 概 要 瑞穂町の教育施策を理解し、瑞穂町での活躍が期待できる教員の確保に努める。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

西多摩地区公立学校教員公募制度を活用し、説明会で瑞穂町の教育を PR し、

応募者の面接を実施する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 昨年度公募で転入した教員の声や校務支援システムの充実を教員公募説明会で

紹介し、ＰＲした。 

実 施 内 容 西多摩地区公立学校教員公募制度を活用し、応募者の面接を実施した。 

成 果 

 瑞穂町第１希望で確保した教員は令和３年度４人（１．２５倍）、令和４年度１

４人（１．２７倍）、令和５年度１３人（１．３０倍）、令和６年度１３人（１．３

０倍）、令和７年度５人（２．２０倍）であった。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 中学校教員の教科（技術・家庭を中心に）に応じた人材情報を早期に収集し、充

実した学校経営につながる人材確保に努める。 

 

基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-2 みずほの教育を担う優れた教員の確保と育成 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-2-2-48 
学校マネジメント研修や学校経営研修会、若手教員育成研修会

の実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教員 

事 務 事 業 概 要 職層に応じて必要な資質・能力の向上を図る研修の充実を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

学校マネジメント研修、学校経営研修会、若手教員育成研修会等を通して、職

層に応じた学校運営力・組織貢献力の向上を図る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 集合研修における教員間の交流及びキャリアプランの構築を図り、学校運営力・

組織貢献力の意識の向上を図った。 

実 施 内 容 
若手教員育成研修（１～３年次）、中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ・主任教諭研

修・主幹教諭研修・学校経営研修・学校マネジメント講座を実施した。 

成 果 

 校長職任用審査合格１人、教育管理職任用審査合格４人、校長職選考合格１人、

教育管理職選考合格２人、主幹教諭選考合格１人、主任教諭選考合格５人、１年

次研修全員修了 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 町内の教育管理職候補者を継続して発掘することで、町に貢献できる人材を育

成する。 

 

 

3-2-1 瑞穂町の教育に尽力したい教員の確保  

 

3-2-2 職層に応じた教員研修や次の職層を意識した教育研修の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-2 みずほの教育を担う優れた教員の確保と育成 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-2-3-49 推進委員会（ＩＣＴ教育・学力向上、ふるさと教育）の開催 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教員 

事 務 事 業 概 要 
学力向上、ＩＣＴ活用教育、ふるさと学習「みずほ学」の推進等の瑞穂町の教育

課題の解決に向け、委員会組織を設置し、研究活動を実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

校長推薦の代表者による委員会を設置する。 

学力向上推進委員会は年５回、教育ＩＣＴ担当者連絡会とふるさと教育推進委

員会は年３回実施する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  活動成果をまとめ、町全体に還元するようにした。 

実 施 内 容 教育課題の解決に向け、各種委員会組織を編成し、計画通りに実施した。 

成 果 
 「瑞穂町教育ＩＣＴ担当者連絡会 実践事例集」「ふるさと学習「みずほ学」実

践報告」を作成し、全校へ配布した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 方向性の変更 

 働き方改革を推進するため、必要に応じてオンライン実施も視野に入れる。 

 

基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-2 みずほの教育を担う優れた教員の確保と育成 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-2-3-50 特別支援教育講演会等の実施 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教員、地域の方 

事 務 事 業 概 要 
特別支援教育の今日的な課題と具体的な方策について、町内小・中学校の教員

が共に学ぶ機会を設定する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

夏季休業期間中、町内全小・中学校教員対象の講演会を実施する。近隣地区と

連携し、多様なテーマの講演会を設定する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  教員のみならず、町民も対象にして実施した。 

実 施 内 容 通常の学級における指導を中心に、専門家による講演会を実施した。 

成 果  具体的で豊富な実践例を通して、児童・生徒理解を深めることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 通常の学級の担任や特別支援教室・学級の担当、保護者、都立特別支援学校、近

隣自治体等の連携強化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

3-2-3 教育課題や瑞穂町の施策を推進する委員会・連絡会の設置  

 

3-2-3 教育課題や瑞穂町の施策を推進する委員会・連絡会の設置  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-2 みずほの教育を担う優れた教員の確保と育成 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-2-4-51 校内研究等への支援 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教員 

事 務 事 業 概 要 
児童・生徒理解を深め、必要な資質・能力向上を図る授業改善のための校内研

究を推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

令和 7年度は、瑞穂第四小学校、瑞穂中学校が、研究成果を町内全体へ還元す

るよう研究発表を実施する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
令和７年１０月３日瑞穂第四小学校が研究成果を発表し、令和７年１１月２８

日瑞穂中学校が学校の取組を報告した。 

成 果  研究発表会には、町内全小・中学校の教員、他地区の教員が参加した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 新たな教育課題、児童・生徒の実態に合わせた研究を奨励し、研究の進め方や

講師選定などについて近隣教育委員会と連携して支援する。 

 

基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-2 みずほの教育を担う優れた教員の確保と育成 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-2-5-52 服務事故防止研修会等の開催 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教員 

事 務 事 業 概 要 教職員による服務事故ゼロ達成のため、服務規律厳正の徹底を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

各校で年 3 回以上の校内研修、令和 7 年 7 月 8 日に管理職対象の研修、毎月

の校長・副校長連絡会で指導を行う。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  校長・副校長連絡会で毎月、具体的な事例を示して指導した。 

実 施 内 容 
令和７年７月８日に管理職対象研修、各校で年３回以上の校内研修の実施、毎

月の校長・副校長連絡会で指導を行った。 

成 果  各校で校内研修を３回以上実施し、服務事故ゼロとした。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 服務事故ゼロ達成のため、服務規律厳正の徹底及びよい取組を行っている教員

の奨励を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

3-2-4 校内研究・指定校研究の推進  

 

3-2-5 教職員の服務事故を防止する研修の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-3 学校教育に専念できる教員体制と働き方改革の推進 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-3-1-53 スクールサポートスタッフ（ＳＳＳ）の配置による支援 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 教員 

事 務 事 業 概 要 
教員が児童・生徒に向き合う時間、専門的な職務に専念する時間の確保のため、

スクールサポートスタッフ（ＳＳＳ）を活用する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
各校にＳＳＳ1人を週５日、１日５．５時間配置し、教員の職務を支援する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  各校の状況に応じてＳＳＳを活用できるようにした。 

実 施 内 容 各校へＳＳＳを週５日、１日に５．５時間配置した。 

成 果 
 教員が児童・生徒に向き合う時間、管理職を含め専門的な職務に専念する時間

を確保することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 ＳＳＳと管理職・教員の連携を深め、一層の教員の負担軽減を図り、働き方改

革を推進する。 

 

基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-3 学校教育に専念できる教員体制と働き方改革の推進 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-3-2-54 
校務環境の充実支援（校務支援システム及び出退勤システムの

維持管理） 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 小・中学校教員 

事 務 事 業 概 要 

令和２年度に導入した校務支援システムや出退勤システムの正常な稼動を確保

する。また、実態に合った仕様への軽微な変更に対応するとともに、緊急的なシ

ステム障害への対応を行う体制作りを行う。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

安定して稼働できるよう保守業者と連携して取り組むとともに、教員の働き方

改革に寄与できるよう適宜、教員に対して研修を行う。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
校務支援システムの保守を行い、適宜操作説明やトラブル対応を行い、システ

ムの活用を図った。 

成 果 
 相談やトラブル対応を的確に行い、教員のシステム活用に寄与することができ

た。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 拡大 

 文部科学省が進める校務系と学習系のネットワークの統合、サーバーのパブリ

ッククラウド化、ゼロトラストセキュリティを導入するとともに、校務支援シス

テムの共同調達に向けて研究する必要がある。 

 

 

 

 

3-3-1 教員の職務を支援する施策の展開  

 

3-3-2 職員の在校等時間の適切な把握と意識改革の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-4 家庭、地域・社会と学校とが連携・協働する教育・登下校の安全のしく

みづくり 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-4-1-55 登下校安全対策等の推進 

担 当 課 ・ 館 学校教育課・教育指導課 前年度評価・方向性 Ｃ 継続 

対 象 者 児童・次年度小学校入学の未就学児 

事 務 事 業 概 要 

警察官ＯＢをスクールガードリーダーに委嘱し、小学校区における登下校時や

校内見守り活動を充実させ、児童が交通被害や不審者被害に遭わないようにする。

合わせて、既存の見守り活動団体等と連携するとともに、安全に関する助言等を

行う。 

また、登下校時の不審者等や自動車等による痛ましい事故を教訓に通学路の安

全対策の強化を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

令和３年度に配置した人材を継続するとともに、既存の見守り活動団体等と連

携を進め交通事故防止等に努める。 

小学校新１年生に防犯ホイッスル、黄色帽子、「みずほまる」がプリントされた

ランドセルカバー等を配布し安全対策等の推進を図る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

人材確保のため、スクールガードリーダーの委嘱要件の緩和について、補助元

の都に要望をした。 

町内にある新聞配達業者からの寄附の防犯ホイッスル及び観光会社からの寄附

の反射材を小学校新 1 年生に配布し、登下校の安全対策を進めた。 

また、小学校 1 年生に黄色い帽子と「みずほまる」をプリントしたランドセル

カバーを配布し安全対策の強化を図った。 

成 果 

 スクールガードリーダーの確保は例年通りに留まった。 

ランドセルカバーに「みずほまる」をプリントしたことで、愛着のあるカバー

とすることができたと考えられる。また、防犯ホイッスルや反射材の配付により

児童の登下校時の安全確保に寄与した。 

評 価 と 根 拠 
  Ｃ  

学校管理内で３件の交通事故が発生し、打撲等のケガをした。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 スクールガードリーダーの配置を引き続き支援するため、都に掛け合い採用条

件の見直し（警察ＯＢに限らない）を図る。 

引き続き町内事業者からの寄附を活用し子どもたちの安全確保を進める必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4-1 地域学校協働活動による学習や安全対策等、学校支援の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-4 家庭、地域・社会と学校とが連携・協働する教育・登下校の安全のしく

みづくり 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-4-1-56 
地域コーディネーターの委嘱と放課後学習「学びのテーマパー

ク」の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒 

事 務 事 業 概 要 
児童・生徒の学習習慣の確立、自学自習の意欲向上のため、地域学校協働本部・

放課後学習を全小・中学校で実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

地域コーディネーターをが中心となり地域学校協働本部を運営し、地域住民と

協働で週 1回放課後学習「学びのテーマパーク」を実施する。 

( 補 足 説 明 等 ) コミュニティ・スクール制度との整合性を図る。 

取
組
状
況 

改善した点 
 各校・地域の状況に応じて創意工夫のある取組を促し、好事例を連絡会で紹介

した。 

実 施 内 容 
地域コーディネーター、学習支援員を各校へ配置し、各校の実態に応じて「学

びのテーマパーク」を実施した。 

成 果 

 児童・生徒のニーズに応じて、英語検定対策やノートまとめコンクール・登校

支援・児童の主体性を生かしたイベントと関連付けた取組を実施した学校があっ

た。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 地域コーディネーターと学校との連携を深め、自発的・自治的な取組を促進す

る。コミュニティ・スクール本格導入（令和 10年度）に向けた準備をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4-1 地域学校協働活動による学習や安全対策等、学校支援の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-4 家庭、地域・社会と学校とが連携・協働する教育・登下校の安全のしく

みづくり 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-4-2-57 放課後子ども教室の推進 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童 

事 務 事 業 概 要 
放課後の時間を活用し、学校、家庭、地域が連携した放課後子ども教室事業を

実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

ものづくり、伝統文化体験、スポーツレクリエーション、パソコン体験など、各

学校区により特色のある内容を実施する。 

( 補 足 説 明 等 ) 実施回数 300 回 

取
組
状
況 

改善した点  東京都や地元ケーブルテレビ局の協力を得て、体験企画を増やすことができた。 

実 施 内 容 

各校とも放課後の居場所作りを行い、体験教室等を実施した。 

一小：５１回、二小：５１回、三小：３４回、四小：５１回、五小：７９回、合

計：２６６回 

成 果 
 放課後の安全な居場所を提供できた。また、様々な体験活動を通じ、児童の自

主性や社会性向上に寄与した。 

評 価 と 根 拠 

  Ｃ  

スタッフが不足していることにより実施回数が減少し、目標としていた３００

回を実施することができなかった。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続き、コーディネーターを中心に学校や見守りスタッフと調整しながら、

更なる内容の充実を検討しながら実施していく。 

また、スタッフが不足している学校もあるため、広報やホームページでスタッ

フ募集をさらに周知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4-2 青少年の健全育成の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-4 家庭、地域・社会と学校とが連携・協働する教育・登下校の安全のしく

みづくり 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-4-3-58 「チーム学校」を核にした、教育活動の充実 

担 当 課 ・ 館 教育指導課 前年度評価・方向性 － － 

対 象 者 児童・生徒、保護者、地域住民 

事 務 事 業 概 要 
学校のみならず、家庭、地域も参画した、児童・生徒のための学校づくりを推進

する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

現在までの学校、家庭、地域の連携に加え、国や都が主催するフォーラムへの

参加による情報の収集、民間事業者との連携による取組と町が連携協定を結ぶ大

学等との協働による取組の具体化を図る。他の自治体の好事例を参考にしながら、

児童・生徒が安全・安心に学校生活を送ることができる環境を整える。 

( 補 足 説 明 等 ) 
部活動改革、コミュニティ・スクール導入を視野に入れ、校長連絡会等で進捗

状況の報告や先行事例の紹介、方針の説明を行い、機運を高める取組を進める。 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

地域学校協働本部事業の取組を生かし、学校、家庭、地域と連携した各種事業

を実施した。各校で行った地域コーディネーターを含む管理職との協議において、

子どもの主体性を意識した取組への改善を促した。 

成 果 

 地域学校協働本部事業の「学びのテーマパーク」において、地域コーディネー

ターの活用による地域と学校とが連携した新たな取組を行う学校もあった。 

学校公開において、家庭のみならず、地域住民の方も参加した防災に関する取

組を行い、生きて働く知識及び技能の習得につなげる取組として実施できた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 他の自治体の好事例を地域学校協働本部事業の核となる地域コーディネーター

に周知し、学校が家庭・地域と連携した取組を推進する。 

 

基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-5 効率的で透明性の高い開かれた学校の推進 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-5-1-59 学校開放（校庭・体育館）の推進 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民 

事 務 事 業 概 要 
学校の校庭や体育館の空き時間の有効活用のため、各種体育団体や地域の社会

教育活動に開放する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
空き時間を有効に開放する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
学校の校庭や体育館の空き時間の有効活用のため、各種団体や地域の社会教育

活動に開放した。 

成 果  学校施設を開放することにより、社会教育活動の場を確保することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続き、町のスポーツ振興・健康づくりのために有効な学校開放を進める。 

 

3-4-3 保護者の教育参加の推進と家庭教育を担う保護者等への支援  

 

3-5-1 学校開放（校庭・体育館）の推進  
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基本方針 3 安全な学校と信頼される教育の確立 

方針実現のための方向性：3-5 効率的で透明性の高い開かれた学校の推進 

 

 

事 務 事 業 名 7-3-5-2-60 教育委員会の広報の充実 

担 当 課 ・ 館 学校教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒の保護者、教職員、町民 

事 務 事 業 概 要 

「みずほの教育」を発行することで、教育委員会の各種情報を提供するととも

に、開かれた教育委員会を目指す。また、教育委員会のホームページの運用を進

める。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

教育委員会事業を広域的にＰＲしていく必要があるため、広報紙「みずほの教

育」発行を含め、教育委員会事業の広報を行っていく。 

また、教育委員会ホームページを随時更新し、最新の情報を発信していく。 

( 補 足 説 明 等 ) みずほの教育発行 年３回 ホームページへの情報掲載 随時 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
掲載記事の内容を精査し、「みずほの教育」を予定通り年３回発行した。また、

ホームページへの掲載を随時行った。 

成 果 
 広報紙やホームページによる情報提供を行うことにより、開かれた教育委員会

の推進の一助となった。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 より一層、興味を引くような広報紙にするため、効果的に写真を活用する。ま

た、ホームページの内容の充実を図り多くの人に見てもらえるようにする。 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-1-61 生涯学習の推進 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 各課（館）・生涯学習推進団体 

事 務 事 業 概 要 

町民の主体的な学習活動を推進するために、各課の事業を推進する。 

また、生涯学習推進団体に対し、公的施設の使用料減免、印刷機の提供により、

組織的な学習活動のできる環境の整備と仕組みづくりを推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

第２次生涯学習推進計画に則り、生涯学習を推進する。活動場所の減免や印刷

機の提供を通し、生涯学習活動を支援する。 

( 補 足 説 明 等 ) 登録数 １９０団体 

取
組
状
況 

改善した点  登録を推進するため、広報やホームページでさらなるＰＲに努めた。 

実 施 内 容 １９３団体を生涯学習推進団体として登録した。 

成 果 

 登録団体に対し、公的施設の使用料減免、印刷機の提供により、生涯学習活動

を支援した。 

登録が令和６年度の１８７団体から１９３団体に増えた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 学習場所の確保、印刷機使用等の支援を行っているが、各学習成果の住民への

還元には至らない団体が多いため、学習成果の住民への還元について引き続き働

きかける。また、使用料等の減免制度についても並行して研究する。 

 

 

 

3-5-2 教育委員会事業の広報  

 

4-1-1 生涯学習の推進  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-1-62 総合文化祭の開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｃ 継続 

対 象 者 町民 

事 務 事 業 概 要 
町民の文化活動を支援するため、学習活動・成果の発表の場を提供し、文化活

動への意欲を喚起する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

実行委員会形式で開催することにより、様々な意見を取り入れ、より良い文化

祭を作り上げる。 

( 補 足 説 明 等 ) 
参加 ３０団体   

来場者 ２，0００人 

取
組
状
況 

改善した点 
 展示部門については、期間の全日程を通して展示するブースを作り、多くの方

にご覧いただけるよう工夫した。 

実 施 内 容 

１０月２５日から１１月３日まで開催した。また、開会式時に文化賞、スポー

ツ賞表彰、及び青少年善行表彰を実施した。 

参加 団体：３９団体、個人：5 人 

来場者 ２，０３９人 

成 果 
 参加団体で組織する実行委員会方式で開催し、学習活動の成果の発表の場を提

供し、文化活動への意欲を喚起することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 若い世代、新規の参加者及び来場者を増やすため、参加団体や参加者の意見を

取り入れながらＰＲ方法等を研究する。 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-1-63 人材活用システムの運営 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｃ 継続 

対 象 者 町民及び団体等 

事 務 事 業 概 要 
総合人材リストと生涯学習まちづくり出前講座を充実し、地域の学習資源を活

用する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

広報紙、ホームページ、公共施設配架等で幅広く周知していく。 

人材リストへの登録や活用を促進し、出前講座の問合せに迅速に対応していく。 

( 補 足 説 明 等 ) 人材リストの活用 ２件 出前講座 ２件 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
人材リストは活用実績なし。 

出前講座については 2 件実施した。 

成 果  既存の情報を整理し、新しい情報を公開することができた。 

評 価 と 根 拠 
  Ｃ  

人材リストの活用がなかった。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 登録数は依然少ない状況。 

活用状況も踏まえ、民間が提供する学習機会が豊富な時代における当制度のあ

り方について研究する。 

 

 

4-1-1 生涯学習の推進  

 

4-1-1 生涯学習の推進  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-1-64 生涯学習推進のための住民提案型協働事業の実施 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 提案者・町民 

事 務 事 業 概 要 
生涯学習の振興に効果的かつ町民に広く開かれた講演会・講習会等について、

町民が組織する団体等から企画を募集し、行政と協働で実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

提案のあった事業について、会場の確保、広報等について支援するとともに、

適切に認定する。 

( 補 足 説 明 等 ) 認定数 ８件 

取
組
状
況 

改善した点  引き続き、広報やホームページ等でもＰＲに努めた。 

実 施 内 容 
親子向け、学生向け、大人向けと幅広い企画の提案があり、7 件の認定を行い、

事業を実施した。 

成 果 
 事業提案者と教育委員会との協働により、町民への生涯学習の場を提供するこ

とができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 実績のある事業を継続するとともに、新規事業の提案が出てくるように、引き

続き、広報・ホームページ等でのＰＲに努める。 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-1-65 瑞穂青少年吹奏楽団への支援 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 瑞穂青少年吹奏楽団 

事 務 事 業 概 要 掌理団体である瑞穂青少年吹奏楽団を支援し、活動の活性化を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
備品の購入、楽器の修繕、練習場を提供し活動の活性化を図る。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
アーリーサマーコンサートのポスター、チラシ、プログラムの作成、活動の広

報、練習場の提供について支援した。 

成 果 
 継続した活動の機会を提供した。アーリーサマーコンサートでは、５７５人の

観客を動員した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 活動の活性化を図るため、必要な支援を継続する。また、掌理団体への支援範

囲について研究し、当楽団と協議を進める必要がある。 

 

 

 

 

 

4-1-1 生涯学習の推進  

 

4-1-1 生涯学習の推進  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-2-66 こどもフェスティバルの開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 小学生を中心とした町民 

事 務 事 業 概 要 
こどもフェスティバルを通して親子のふれあい、異年齢・異世代間の交流を促

すことで、地域での青少年健全育成を推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

より自主性を促すため、実行委員会形式での開催を継続する。 

内容、時期、開催規模等も含め創意工夫のうえ実施する。 

( 補 足 説 明 等 ) 
参加 ３０団体 

来場者 １，2００人 

取
組
状
況 

改善した点 
 競技場部分の駐車スペース等の配置を変更したことにより、来場者の安全を確

保することができた。また、キッチンカーを誘致し賑わいの創出を図った。 

実 施 内 容 

体験１８ブース、展示２ブース、舞台発表８団体により開催した。舞台発表に

新規の参加があり、好評であったが、例年より増えたことにより、調整を要した。 

参加団体：３４団体 

来場者：１，０９０人 

成 果  前年度と比較し来場者数は減少したが、賑やかに開催することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 子どもたちが、事業の企画・運営に主体的に参画し、活躍できる仕組みや手法

を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-2 子どもの居場所づくり・青少年の健全育成  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-2-67 青少年問題協議会の充実・支援 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 青少年問題協議会委員、各地区青少年協議会 

事 務 事 業 概 要 

青少年の指導や育成に関する総合的な重要事項を審議し、適切な施策実施をす

るために必要な関係行政機関相互の連絡調整を図る。 

青少年問題協議会において調整された青少年対策を各地区青少年協議会が推進

することで、地域の子どもたちの育成を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

地区青少年協議会に補助金を交付し、各地区の事業や活動支援が円滑に行える

よう、物品の貸し出しや事業内容の相談に応じるなど支援を行う。 

( 補 足 説 明 等 ) 青少年問題協議会を２回、地区青少年協議会会長会議を２回程度開催する。 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

青少年問題協議会を 7 月と 2 月に開催し、児童、生徒の様子や青少年に関する

情報交換、啓発活動等について協議した。 

また、地区青少年協議会では、地域のパトロール、町内会・自治会や学校と連携

した活動を実施した。 

成 果 

 会議では、各学校や福生警察署から情報提供をいただき、活発に意見交換・情

報共有を図ることができた。 

また、青少年善行表彰は功労賞 2 件の推薦を受け表彰することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 地域の実情を把握した協議会活動を充実させるとともに、関係行政機関相互が

連携した取組を実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-2 子どもの居場所づくり・青少年の健全育成  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-2-68 ジュニアリーダー養成講座の開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 小学校５年生から１８歳まで 

事 務 事 業 概 要 

リーダーに必要な資質を高め、地域参画及びボランティア活動を促進する。 

ジュニア宿泊研修会やジュニアリーダー講習会、児童・生徒による読み聞かせ

事業など、子どもたちが興味を引くプログラムを実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

子どもの集い、読み聞かせ事業を実施し、ジュニアリーダーを養成する。また、

今年度はコロナ禍以前に実施していた宿泊研修会を実施する。 

( 補 足 説 明 等 ) 
実施回数 7回 

宿泊研修会は１泊２日で開催。 

取
組
状
況 

改善した点  子ども会連合会と共同で火起こし体験を実施した。 

実 施 内 容 

読み聞かせ事業は夏期・冬期の２回実施し、子ども家庭支援センター、図書館

で読み聞かせ公演を実施した。（事業登録者９名） 

こどもフェスティバルにジュニアリーダーとして 1０名が参加し、各ブースの

運営を担った。 

ジュニア宿泊研修会は、２１名の参加があった。 

火起こし体験は１１名の参加があった。 

成 果 
 様々な学年の子どもたちが集団行動を通じて、リーダーになる上で必要な協調

性や積極性を養うことができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 子どもたちが興味を引くプログラムを検討するとともに、指導者の確保及び育

成を継続していく。 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-2-69 瑞穂町子ども会連合会への支援 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 瑞穂町子ども会連合会 

事 務 事 業 概 要 子ども会連合会組織の強化を図ることで、地域による子どもの育成を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

子ども会連合会や各子ども会への助言、体験ツアー、物づくり等の活動を支援

する。補助金交付に加え、子ども会毎の課題等についても協議・支援していく。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 定例会開催時には、各子ども会で実施した事業を発表し、それぞれで新たな事

業展開が進められるよう促した。 

実 施 内 容 

役員会を 4回、定例会を２回開催し、定例会修了後には意見交換会を実施した。 

全町一斉清掃に合わせた美化清掃や紙ひこうき大会、工作教室、モルック大会、

火起こし体験を実施した。（参加者合計２６２人） 

成 果  活動を支援し、地域による子どもの育成を図ることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 子ども会数が減少しており、町内会を含めた新たな地域のコミュニティの在り

方を総合的に考える必要がある。 

4-1-2 子どもの居場所づくり・青少年の健全育成  

 

4-1-2 子どもの居場所づくり・青少年の健全育成  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-2-70 青少年の主張意見発表会の開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒及び３０歳以下の在住・在勤者 

事 務 事 業 概 要 
青少年に自分の意見や考えを発表する場を提供し、人の意見を聞き、自分の考

えを主張できる青少年の育成を目指す。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

青少年の主張意見発表会を開催する。審査会を４回開催し、作品募集の段階か

ら審査員の意見を反映させ進める。 

( 補 足 説 明 等 ) 

応募者数 ８００人 

発表者 １７人 

来場者 ２００人 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
審査会を３回実施し、１２月６日に意見発表及び表彰を行った。 

応募者７３８人、発表者１８人、来場者２２８人 

成 果 

 自由な発想と強い意志を養い、豊かな心をもつ青少年の健全育成を図ることが

できた。 

また、文章を書くこと、自分の考えをまとめること及び発表することを通して、

国語力、伝える力、表現力の向上を図ることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 民間企業からの一般の部応募者が少なかった。 

一般の部については、町商工会へ町内企業への依頼について検討する。また、

町外通勤・通学者への周知方法について研究していく。 

事業については、審査員から挙げられた意見を反映し、随時改善するとともに、

来場者を増やす取組を検討する。 
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-3-71 スカイホール事業 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｃ 継続 

対 象 者 町民（町外観覧者可） 

事 務 事 業 概 要 
音楽や芸術など優れた芸術・文化に触れる機会を提供し、多様な芸術・文化へ

理解を促進するとともに関心を高める。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

基本的に無料で開催できるもので文化価値の高いものを探し、実施に向けて進

める。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
小ホールでは、プレミアムコンサートを実施した。入場者数１２３人 

大ホールでは、アーリーサマーコンサートを実施した。入場者数５７５人 

成 果 
 来場者に良質の音楽を提供することができた。町内、都内の他に埼玉県、群馬

県、神奈川県からも来場された方がいた。 

評 価 と 根 拠   B  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続き、経費抑制のため、国、東京都等との共催事業を実施するとともに、事

業の規模、対象を広げて情報取集し、予定している施設の改修工事等との調整を

図りながら共催事業を模索する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-3 豊かな文化の創造と交流機会の提供  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-3-72 多摩・島しょ広域連携活動助成金事業「子ども体験塾」の開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 
①連携する市町の小学校４年生から６年生 

②連携する市町の小学校１年生から中学校 3年生 

事 務 事 業 概 要 

①武蔵村山市・昭島市・東大和市と共同で「子ども雪国体験事業」を開催する。 

②青梅市・羽村市と共同で「子ども体験塾“謎を解け！頭を使え！学べ！楽し

め！”」を開催する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

子どもたちの交流を深めるとともに、感動体験を提供する。 

また、他自治体と連携して実施することで、事務手法やノウハウを学び、人材

育成に資する。 

( 補 足 説 明 等 ) 
参加者：定員の 8 割以上 

参加者アンケートの満足度８０％以上 

取
組
状
況 

改善した点 
 ②について、広報やホームページ等で周知を図り、申込みは窓口のほかＬｏＧ

ｏフォームでも受け付けるなど利便性を強化した。 

実 施 内 容 

①は、2月 2１日から 2３日まで 2泊 3日で開催した。参加者：５９名（瑞穂

町からは１０名） 

②は、8 月５日から７日まで開催した。 

参加者：３６名（瑞穂町会場のワークショップ(体験型謎解きゲーム)） 

成 果 

 ①瑞穂町からは３８名の応募で、抽選の結果１０名が参加し、他市の子どもた

ちと貴重な交流を図ることができた。参加者へのアンケートでは、約９５％が楽

しかったとの回答だった。 

②瑞穂町会場では３６名が参加し、体験型謎解きゲームを実施し、参加者に自

らひらめく楽しさ、自発的な学びの楽しさを体感する機会を提供した。参加者へ

のアンケートでは、約 9９．５％が楽しかったとの回答だった。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続き、関係自治体と連携強化を図り、次年度の内容を企画する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-3 豊かな文化の創造と交流機会の提供  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-4-73 スポーツイベントの開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｃ 継続 

対 象 者 町民 

事 務 事 業 概 要 

町民体育祭の代わりに誰でも気軽に楽しめる「瑞穂スポーツフェスティバル２

０２５」を開催する。スポーツへの興味を喚起するとともに、日ごろスポーツを

しない方にも親しむきっかけを作り、子どもたちの健全育成、高齢者の健康保持、

世代間交流を促進し、ニュースポーツ・障がい者スポーツの普及・啓発等につな

げる。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

来場者が気軽に参加できるようなニュースポーツや障がい者スポーツを体験し

てもらうとともに、既存のスポーツの普及に向けたブースを設置し、全ての体験

を条件にしたスタンプラリーをあわせて実施する。 

( 補 足 説 明 等 ) 参加者 ５００人 

取
組
状
況 

改善した点 

 開催会場をスカイホール、ビューパーク競技場に変更し、スポーツ体験ブース

の数を増やすとともに、スポーツ協会加盟団体等の協力団体にブースの運営を依

頼し、体験種目の充実を図った。 

実 施 内 容 

スカイホール内で屋内競技（ビーチボール、ボッチャ、少林寺拳法、ヨガ）、ビ

ューパークで屋外競技（野球、サッカー、テニス、バスケットボール、ピックルボ

ール、モルック、ラグビー、ウォーキング）を実施したほか、大ホール舞台でダン

スの発表を行った。体験者数４８９人。 

成 果 

 3 回目の開催となり、会場を変更し、より多くの方に参加してもらうことがで

き、目標参加者数に近づけることができた。 

アンケート結果では、体験種目の内容、ボリュームとも回答した９０%以上の

方から良好な評価を得ることができたことから、楽しむスポーツの普及・促進を

図ることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 より多くの方に参加してもらえるようできるよう、広報・周知方法を見直すと

ともに、効率的な運営を行えるよう改善を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-4 第２次スポーツ推進計画の推進  

 



60 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-4-74 スポーツ賞表彰 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 スポーツ競技において顕著な成績を収めた者 

事 務 事 業 概 要 
スポーツ競技において顕著な成績を収めた者を表彰することで、優れた人材を

発掘し、スポーツ振興を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
優秀な成績を収めた、個人・団体等を表彰する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 優秀賞を個人 3名、1団体へ表彰することができた。 

成 果  スポーツ表彰をすることで、スポーツの振興を図ることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 今後とも優秀な成績を収めた個人・団体等を表彰する。 
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-4-75 ボッチャ大会の開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ａ 拡大 

対 象 者 町民 

事 務 事 業 概 要 

障がいの有無や年齢、性別などにかかわらず、同一ルールの下で競技を楽しむ

ことができるボッチャ競技を広く多摩地域で実施し広域連携を図るとともに、障

がい者スポーツも含めた誰でもできるスポーツの普及を図っていく。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

第７回ボッチャ大会を開催する。また、東京都市町村ボッチャ大会の瑞穂予選

会を開催する。 

( 補 足 説 明 等 ) 

第７回ボッチャ大会 

２０チーム以上の参加 

東京都市町村ボッチャ大会の瑞穂予選会 

２０チーム以上の参加 

取
組
状
況 

改善した点 
 スポーツ推進委員でプロジェクトチームを組織し、企画・運営を行い、普及す

るための取組を行った。 

実 施 内 容 

第７回ボッチャ大会を開催した。また、東京都市町村ボッチャ大会の瑞穂予選

会を開催した。 

普及の取組として、エコパークのフリーマーケット会場にて「フリマ de ボッチ

ャ」や町外在住者も参加可能なオープン大会を実施した。また、新たな年齢層へ

のアプローチとして中学生以下の子どもとその保護者を対象とした体験会を開催

した。 

東京都市町村ボッチャ大会瑞穂予選会では上位２チームが令和８年１月に青梅

市で開催された本大会に瑞穂町代表チームとして出場した。 

成 果 

 世代を超えて参加・交流できるニュースポーツであるボッチャの楽しさを町民

に広めるとともに、東京２０２０大会のレガシーとして普及を図った。また、参

加者同士の交流を図ることができた。 

参加者：第７回ボッチャ大会２２チーム、東京都市町村ボッチャ大会瑞穂予選

会１９チーム、みずほ deボッチャサンライズカップ３３チーム、みんなであそぼ

う！ぼっちゃ体験１８人 

評 価 と 根 拠 

  Ａ  

各大会への参加者数を増やすことができた。また、普及の取組や新大会を実施

することができた。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 拡大 

 ボッチャ普及のため、単独での大会等を行い、町民がボッチャに接する機会を

多く設ける。将来的には、参加者が自主運営で大会や運営ができるような組織づ

くりをめざしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-4 第２次スポーツ推進計画の推進  

 



62 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-4-76 ニュースポーツ教室の開催 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民 

事 務 事 業 概 要 ニュースポーツの普及・啓発を図ることで、町民の健康・体力づくりを進める。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

子どもから大人まで誰でも楽しめるスポーツを検討する。 

福祉施設等に訪問しニュースポーツの普及拡大に努める。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

スポーツ推進委員と検討を進め、世代を超えて参加・交流できるニュースポー

ツとして、ボッチャや卓球バレー等の体験会を年２回実施し、スポーツの楽しさ

を町民に広めるとともに、パラスポーツの普及を図った。 

成 果 

 例年実施しているニュースポーツ体験会のほか、中学生以下の子どもとその保

護者を対象としたボッチャ体験会を実施し、世代を超えてだれでも手軽にできる

スポーツを多世代を対象として普及することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 様々な世代の方に参加してもらうことができたが、より多くの方に参加しても

らえるよう、広報・周知方法、実施時期等を検討する。 

スポーツ推進委員と連携し、ニュースポーツの普及拡大に努める。  

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-4-77 トレーニングルーム利用の促進 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民 

事 務 事 業 概 要 
長岡コミュニティセンター内のトレーニングルームの利用を促進することで、

町民の健康・体力づくりの増進を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
利用者増を検討しトレーニングルームを開所する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 利用者数の増加が見込まれたことから、より多くの方が快適に利用できるよう

利用時間上限の目安を設け、令和 8年 6月から実施する。 

実 施 内 容 
民間事業者への業務委託により運営した。健康エクササイズを含め、延べ利用

者数６，３７７人（３月末まで）。 

成 果  トレ－ナーの配置により、利用者の健康づくりと体力増進が図れた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 トレーニングルームのスペース、機器の数に限りがあるため、多くの方が快適

に利用できるよう、利用ルールの周知を図るとともに、新規利用者の増、定着に

努める。 

 

 

4-1-4 第２次スポーツ推進計画の推進  

 

4-1-4 第２次スポーツ推進計画の推進  

 



63 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-4-78 総合型地域スポーツクラブの運営支援 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 総合型地域スポーツクラブ 

事 務 事 業 概 要 

町民誰もが生涯を通じて身近な地域で、いつでも、どこでも、いつまでもスポ

ーツ・レクリエーションを楽しむことができる機会を提供するため、総合型地域

スポーツクラブの運営を支援する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
スポーツクラブの運営及び事業について、助言及び情報提供等を行う。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 スポーツクラブの運営及び事業について、助言及び情報提供等を行った。 

成 果 
 令和 4 年度から役員が変更し新体制での活動となり、令和７年度はバスケット

ボール団体の活動の他、子ども向けの様々なスポーツの体験会を開催した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 実施種目等を増やすよう、助言等を行っていく必要がある。また、中学校部活

動の地域展開に向け、関係課と連携し研究する必要がある。 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-4-79 ウオーキング事業の実施 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民 

事 務 事 業 概 要 

町民の健康・体力づくりを進めるため、スポーツイベントを実施し、より多く

の住民に対し、スポーツ活動の普及・啓発を図るとともに、地域の自然を楽しみ、

参加者の交流を促進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

健康の維持、体力の増進を図るため、ウオーキング等のスポーツイベントを実

施する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点 
 夏期の事業実施について、利用者の健康を守るため、熱中症に関する注意喚起

及び中止の対応を行った。 

実 施 内 容 

森林健幸ウオーキング４回（偶数月）６４人、残堀川ウオーキング１２８人、み

ずほウオーク７６名、新春歩こう会５１名、ヘルスウオーキング３８名の参加者

で実施した。実施方法等についての研究は継続して行った。 

成 果 
 多くの参加者で実施することができ、ウオーキング事業の普及・啓発を図るこ

とができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 参加者の年齢層も限定的となっていることから、幅広い年代が参加し楽しめる

事業への見直しが必要であるため、スポーツ推進委員と事業内容の研究を進める。 
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-1 生涯学習・青少年健全育成・スポーツの推進と環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-1-5-80 スカイホール・体育施設の維持管理 

担 当 課 ・ 館 社会教育課 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 施設利用者 

事 務 事 業 概 要 

スカイホール及び体育施設の維持・管理を実施し、利用者に快適な環境を提供

する。 

また、公共施設等総合管理計画に基づき、老朽化している体育施設及びスカイ

ホールの長寿命化計画を作成するための準備をする。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

適切な維持管理を実施するとともに、スカイホールにおいては、運営の在り方

について研究を行う。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

適切な維持管理を行うともに、各施設について、継続して運営の在り方につい

て研究を行った。 

ＰＰＰ／ＰＦＩなど、民間活力の導入について国や企業の主催するセミナー等

に参加した。 

また、個別施設計画の評価結果からストック適正化ガイドラインに基づき施設

のあり方や具体的な行動計画の策定に向けた研究を進めた。 

成 果 

 適切な維持管理を行い、利用者に施設の提供をした。また、集めた情報により、

今後の施設のあり方や具体的な行動計画の策定を進めるための選択肢について、

研究することができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 施設の老朽化による修繕等計画的に実施できるよう引き続き研究を進める。 

また、個別施設計画の評価結果からストック適正化ガイドラインに基づく施設

のあり方や具体的な行動計画の策定に向けた研究を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-5 社会教育施設の環境整備（ビューパーク競技場改修工事設計委託）  

 



65 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-1-81 子ども読書活動推進計画の推進 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 児童・生徒等 

事 務 事 業 概 要 
第四次瑞穂町子ども読書活動推進計画の進捗状況調査を実施し、瑞穂町図書館

協議会に意見を求め、分析を行う。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

計画書に記載されている取組内容を進める。小・中学校７校において実施する

進捗状況調査の自己評価で、全ての項目について、ＡからＥの 5 段階評価（Ａが

最高評価）のＢ評価以上になるよう学校図書館司書等と調整を進める。 

( 補 足 説 明 等 ) 
小・中学校に関する取組調査内容について、全項目（８項目）をＢ評価以上とす

る。 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
第四次瑞穂町子ども読書活動推進計画の取組を実施し、読書環境の整備や読書

活動を推進した。 

成 果 

 小・中学校の学校図書館司書と情報連絡会等の機会に情報交換し、計画を推進

した。 

また 1月に進捗状況調査を実施し、3 月に図書館協議会で報告した。 

小・中学校に実施した調査の自己評価では、Ｂ評価に至らない項目もあったが、

全項目の９４．６％がＡまたはＢ評価であった。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 町全体ではA 又は B評価が７０．２％だった。評価が低い項目についての理由

を現場と共有し、改善策へつなげることが課題である。 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-2-82 図書館事業の充実 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民・町外の方 

事 務 事 業 概 要 
幅広い分野の講座や講演会を開催することにより、本や図書館に対する関心を

高め、利活用を促進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

様々な世代の方が楽しく参加できる講座や講演会を通じて、本や図書館に対す

る関心を高めていただき、多くの方に図書館の利用価値を伝える。 

( 補 足 説 明 等 ) （講座又は講演会の開催回数：年２回） 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
図書館講座を 2回実施した。（「オリジナルノートのカバーを作ろう」、「サトウ

ハチローとおかあさん」） 

成 果 

 講座を通して本への親しみや興味関心を高めることができた。アンケート回答

者 21 人中、図書館をほとんど利用しない、初めて利用した方が 8 人で、図書館

の利用を促すことができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 より多くの方に本や図書館への関心を高めていただくため、様々な世代の方が

楽しく参加できる講座を開催する。 

 

4-2-1 第四次子ども読書活動推進計画の推進  

 

4-2-2 図書館事業の充実  

 



66 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-2-83 瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクールの開催 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民及び在勤・在学の方（小学生以上） 

事 務 事 業 概 要 

普段の暮らしの中で疑問や不思議に思っていたこと、興味があることの課題を

見つけ、図書館資料を有効に活用して調べ、まとめ、発表することを通して、課題

解決力を育成するとともに、図書館の利用価値を学ぶことを目的とし、瑞穂町図

書館を使った調べる学習コンクールを開催する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

小学生の部から一般の部まで、全部門へ作品を応募していただく。作品作りを

支援するため研修会を開催する。 

( 補 足 説 明 等 ) （全４部門：小学生・中学生・高校生・一般） 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

７月６日に「瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクール」への応募を考えて

いる小・中・高校生を対象に作品相談会を開催し、9 月 2 日から１０月 1日まで

の期間で作品を募集した。１０月に作品の審査を行い、１１月に表彰式を実施し

た。 

成 果 

 全部門に対し応募があり、応募総数は３０２作品だった。事業の目的である、

課題解決力の育成、図書館の利用価値を学ぶきっかけを提供することができた。 

また、１6 作品が入賞し、そのうち 5作品を全国コンクールに推薦し、優良賞

１作品、奨励賞 2 作品、佳作２作品に入選した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 各学校と連携し、コンクールを継続する。また、作品作りを支援するため、研修

会を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2-2 図書館事業の充実  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-2-84 利用者ニーズに応じた資料の充実 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 図書館利用者 

事 務 事 業 概 要 

図書館利用者のニーズを把握し、必要とされる図書を選択するとともに、多様

な資料要求に応じるため、幅広く豊富に揃え、幅広い年齢層の学習活動を促進す

る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

図書館未所蔵本や予約の多い本などのリクエストに対応することで、図書館利

用者のニーズを把握し、利用者のニーズに合った蔵書構成に近づける。滞在型の

利用の方にも興味を持ってもらえる資料を収集する。 

( 補 足 説 明 等 ) 

リクエストのうち新規購入する図書の割合：２５％ 

※リクエストに対しては本の購入以外に、自治体間の相互貸借で本 

を借り、利用者に提供する方法を実施している。 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 
図書館利用者の予約やリクエスト状況を参考に、幅広い分野の図書館資料を収

集し、手に取りやすいように本を並べた。 

成 果 

 未所蔵リクエストの購入率は３２．４％であった。また、購入資料のうち、文学

作品以外の実用書を一般書で６９．１％、児童書で５７．２％の割合で購入し、蔵

書構成の多様性を確保した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 本を借りない滞在型の利用の方にも興味を持ってもらえる資料を収集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2-2 図書館事業の充実  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-2-85 貸出体制の充実 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 図書館利用者 

事 務 事 業 概 要 

都立図書館との協力体制や西多摩地区及び武蔵村山市との連携体制を強化する

とともに、インターネットによる予約システムを継続し、利用者がより利用しや

すい貸出体制を維持し構築する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

インターネットによる予約システムからの受付件数比率を予約全体の 60％以

上とし、利用者の利便性を確保する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

都立図書館と連携した未所蔵資料の相互貸借や、西多摩地区及び武蔵村山市と

の広域利用を行った。また、インターネットによる予約システムを継続して運用

した。 

成 果 

 インターネットによる予約システムから１０，８２４件の予約を受け付け、利

用者の利便性を確保することができた（受付比率５８．４%）。 

様々な形で図書館利用や資料提供に対応し、利用者の選択肢を確保することで、

図書館や資料にアクセスしやすい環境を維持した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 利用者が利用しやすい貸出体制を維持するため、引き続き図書館間の本の相互

貸借やインターネット予約システムからの本の予約を受け付ける必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2-2 図書館事業の充実  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-2-86 図書館機能の充実 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 図書館利用者 

事 務 事 業 概 要 
一人ひとりの要求に沿った資料を提供するほか、来館が困難な方に図書館資料

を宅配し、誰もが図書館を利用できる環境を維持する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

来館者が興味を持つような企画展示やテーマ配架を充実させるほか、各種団体

との共催イベントを実施する。また、個々の利用者が必要とする資料を的確に提

供する。 

( 補 足 説 明 等 ) 

企画展示テーマ数：１２テーマ 

共催等イベント実施数：１５回 

宅配サービス利用件数：５０件（１回の貸出と返却で１件） 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

季節に合った企画展示や役場各課と連携した展示や共催イベントを実施し、図

書館への興味関心を高めた。また、本の宅配サービスを実施し、利便性の向上を

図った。 

成 果 

 他課や町内の学校と連携した企画展示や関係団体との共催イベントのほか、宅

配サービスにより来館が困難な方への資料提供を実施することができた。 

企画展示テーマ数：１８テーマ 

共催等イベント実施数：１６回 

宅配サービス利用件数：４９件 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 魅力的な企画展示のほか、図書館への興味関心を高めるサービスを継続してい

く。 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-2-87 広域利用の促進・充実 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 西多摩地域等図書館利用者 

事 務 事 業 概 要 
西多摩地域及び武蔵村山市との連携体制を強化し、利用者へ広域利用の周知を

実施する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 
広域利用促進のため、ガイドブックやトートバッグを配付して周知する。 

( 補 足 説 明 等 ) 継続的な周知を引き続き実施していく必要がある。 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 西多摩地区広域利用周知のため、カードホルダーを作成し配布した。 

成 果 

 西多摩地区広域利用では瑞穂町民９５人が新規登録し、延べ６，３３２人、２

２，８２０点の利用があった。また、武蔵村山市との相互利用では瑞穂町民６人

が新規登録し、延べ１６８人、５３０点の利用があった。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引き続き継続的な周知を実施していく必要がある。 

また、周知グッズは数が限られているため、効果的に配布したい。 

4-2-2 図書館事業の充実  

 

4-2-2 図書館事業の充実  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-3-88 文化財保護の普及・啓発 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民及び事業者等 

事 務 事 業 概 要 
町の貴重な文化財を後世に継承するため、保存と記録に努め、町民の郷土を大

切に思う心の育成を図る。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

町外の歴史等を学ぶことによって、改めて町内の魅力が再発見できるよう郷土

研修会を開催する。 

埋蔵文化財包蔵地の開発指導については、法令に基づき適正な指導を行い、埋

蔵文化財の保存及び記録に努める。 

( 補 足 説 明 等 ) 郷土研修会 年１回開催 参加者３０人 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

郷土研修会は、１０月１６日に実施した（参加者 ３４人）。 

埋蔵文化財の保存のため、開発等に伴う指導を適正に行った。 

旧町指定天然記念物「御嶽神社の欅」について、現地に説明看板を設置した。 

成 果 

 郷土研修会を実施し、町民の郷土を大切に思う心の育成を図ることができた。 

 埋蔵文化財包蔵地の開発等に伴う指導を行うことで、埋蔵文化財の保存及び記

録の推進を図ることができた。 

 旧町指定天然記念物「御嶽神社の欅」について、説明看板の設置を通して、後世

に来歴等を伝える取組ができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 文化財保護審議会と連携し、文化財の保存、記録、継承について継続的に調査・

研究を行う必要がある。 

 

基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-3-89 登録文化財制度の推進 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 文化財の所有者等 

事 務 事 業 概 要 

町内には町指定文化財の対象とならないものの、歴史的価値や文化的意義のあ

る様々な文化財が存在している。これら貴重な文化財を後世に残すため登録文化

財制度を推進する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

文化財保護審議会と連携し、町内に存在する貴重な文化財を調査・研究し、登

録文化財の登録のための手法を研究する。 

( 補 足 説 明 等 )  

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 文化財保護審議会と連携し、町内に存在する貴重な文化財の調査・研究をした。 

成 果  文化財保護審議会と連携し、登録文化財の登録のための手法を研究した。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 町内に残る貴重な文化財を町登録文化財として登録し後世に残すため、対象の

調査・研究と登録の手法についての研究を重ねる必要がある。 

 

 

4-2-3 文化財保護の普及・啓発  

 

4-2-3 文化財保護の普及・啓発  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-4-90 郷土史や自然に関する講座等の開催 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民及び町外の方 

事 務 事 業 概 要 
瑞穂町の文化や歴史に理解を深め、文化財に対する意識の高揚を図るため、各

種講演会等を開催する。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

指定管理者と連携し、郷土の歴史や自然等に関する講演会や親子で楽しめる体

験教室等を定期的に開催し、町の魅力を伝える。 

ふるさと学習みずほ学と連携し、講師の派遣を行う。 

( 補 足 説 明 等 ) 

歴史・自然関係講演会の開催 年１０回、延べ参加者 ３２０人 

囲炉裏端で語る昔話の開催  年２０回、延べ参加者 ３００人 

体験事業の開催       年１０回、延べ参加者  ９０人 

その他講演会等の開催    年 ９回、延べ参加者 １９０人 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

歴史・自然関係講演会の開催 年１９回 延べ参加者 ７００人 

囲炉裏端で語る昔話の開催  年２2 回 延べ参加者 2９８人 

体験事業の開催       年２４回 延べ参加者 ２９５人 

その他講演会の開催     年 ５回 延べ参加者 １９０人 

また、ふるさと学習みずほ学との連携では、講師の派遣を１回行った。 

成 果 

 数多くの講演会等を開催し、参加者数もおおむね目標を達成することができた

ことに加え、参加者アンケートでは、講座等の内容に対する満足度の高い声を多

くいただいた。 

評 価 と 根 拠 

  Ａ  

参加者から好評を得たため実施回数を増やした結果、参加者数を増やすことが

できた。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 指定管理者及び関係団体と連携し、また参加者のニーズも研究しながら、参加

してみたいと思われるような事業内容の更なる充実を図るとともに、新たな分野

での人材発掘を進めていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2-4 郷土史や自然に関する事業の実施  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-4-91 ふるさとづくり推進事業の実施 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ｂ 継続 

対 象 者 町民及び町外の方 

事 務 事 業 概 要 

豊かな自然や美しい景観、また先人たちが築いてきた文化や歴史など魅力ある

貴重な地域資源の魅力を伝えるとともに、郷土資料館を拠点とした活動機会の場

を提供し、当事業で町の歴史や資源等の知識を得た受講者により、新たに町民、

そして後世へ伝えることができる人材の確保に繋げる。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

瑞穂ふるさと大学及び瑞穂ふるさと検定を実施することで、年間を通して町の

魅力を伝えるとともに、郷土資料館を拠点とした活動機会の場を提供し、町の歴

史や資源等の知識を町民、そして後世へ伝えることができる人材確保に繋げる。 

( 補 足 説 明 等 ) 

瑞穂ふるさと大学・瑞穂ふるさと検定実施内容 

①瑞穂ふるさと大学 

 年間を通して開催される歴史・自然・観光等に関する講演会、研修会及び地

域めぐり等に参加（受講）し単位を取得する。取得した単位数に応じて認定書の

交付を行う。 

認定級及び取得単位 

 初級：１０単位 

 中級：２０単位 

 上級：３０単位 

 特級：４０単位以上 

②瑞穂ふるさと検定（分野毎の実施）：年度末に実施 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

「ふるさと大学」では、年間を通して郷土資料館で実施する、「温故知新の会」

の歴史・自然・観光等に関する講演会や地域めぐり、「囲炉裏端で語る昔話」等各

種事業を単位取得事業として活用した。また、「瑞穂ふるさと検定」では観光分野

で検定試験を１回実施した。 

郷土資料館事業 

温故知新の会講演会等：年間 2３回 

囲炉裏端で語る昔話：年間２２回 

体験教室：年間２４回 

郷土研修会：年間１回 

成 果 

 「ふるさと大学」では、3 人の方が１０単位取得し、初級の認定証を、１人の

方が２０単位取得で中級の認定証を、１人の方が４０単位取得し、卒業認定証を

交付した。「ふるさと検定」では、１人の方が受験・合格し、合格証を交付した。

単位取得や検定合格などの目標を付与することで、積極的な知識取得のきっかけ

となるとともに、豊かな自然や美しい景観、また先人たちが築いてきた文化や歴

史など魅力ある貴重な地域資源の魅力を伝えることができた。 

評 価 と 根 拠   Ｂ  

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 引続き、参加者に対して、郷土資料館を拠点とした活動機会の場を充実させ、

町の歴史や資源等の情報を町民、そして後世へ伝えることができる人材の確保に

繋げていくことが課題である。 

 

 

 

 

 

4-2-4 郷土史や自然に関する事業の実施  
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基本方針 4 生涯学習の推進と施設・環境の整備 

方針実現のための方向性：4-2 図書館・郷土資料館及び耕心館の事業推進と活用・環境の充実 

 

 

事 務 事 業 名 7-4-2-5-92 郷土資料館及び耕心館の管理・運営事業 

担 当 課 ・ 館 図書館 前年度評価・方向性 Ａ 継続 

対 象 者 指定管理者、町民及び町外の方 

事 務 事 業 概 要 郷土資料館及び耕心館の指定管理者による適正かつ効果的な管理運営を行う。 

令和 7 年度の 

実 施 目 標 

郷土資料館及び耕心館の指定管理者による適正な維持管理と効果的な運営を行

い、来館者の増加及び満足度の向上に努める。 

次期指定管理者の選定手続きを適切に行う。 

( 補 足 説 明 等 ) 

来館者目標 

  郷土資料館 ３５，０００人 

  耕 心 館 ３０，０００人 

取
組
状
況 

改善した点  

実 施 内 容 

指定管理者による郷土資料館及び耕心館の維持管理を適正に行った。 

郷土資料館、耕心館とも前年度の来館者数を上回るとともに来館者目標数も上

回ることができた。 

郷土資料館  

３７，９５９人 

耕 心 館    

３２，６１０人 

成 果 
 施設の維持管理と運営を適正に行い、両館とも良好な状態を維持することがで

きた。 

評 価 と 根 拠 

  Ａ  

指定管理者と連携し、魅力ある事業を実施した結果、多くの方に来館いただい

た。前年度来館者の比較では、郷土資料館が４，６７５人、耕心館が３，８５２

人増加した。また、両施設とも来館者目標を超えることができた。 

次年度への方向

性及び課題・改善

点等 

 継続 

 各種団体や周辺施設等と連携し、魅力ある事業を充実させ、更なる集客に努め

る。また、指定管理者と協力し、施設の適正な維持管理を継続する。 

 

  

4-2-5 郷土資料館及び耕心館の管理・運営  
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Ⅳ 瑞穂町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に

伴う有識者意見 

 

【基本方針１ 人権尊重と社会貢献の精神の育成】 

 

青少年国際交流事業の推進について、コロナ禍以降、モーガンヒル市との交流が

困難であるという事情は理解できますが、ここ数年Ｃ評価となっていることからも、

代替事業の研究も進めるべきであると思います。もしくは、子どもたちに国際交流

の経験を積ませることが事業目的であるならば、モーガンヒル交流事業に拘るので

はなく、他課と連携して実施した横田基地との交流やアメリカンスクールとの交流

も事業として位置付けるなど、教育的な施策であるという視点を持ち、事業内容の

整理をしていただきたいと思います。 

 

田中 洋一 

 

 

人権教育は学校教育の基礎となる部分であるため、各学校で人権担当者が中心と

なり、「人権教育プログラム」を活用しながら教職員の人権に対する意識の再確認や

向上を図るとともに、教育委員会としては引き続き指導を徹底していただきたい。 

ふるさと学習「みずほ学」では、弁当レシピコンクール「みずほまるグルメ」や

モノレール車両ラッピングにより瑞穂町をＰＲできており、Ａ評価に匹敵するもの

で、ぜひ継続して欲しいと思います。一方で、道徳教育の充実に関して、事務事業

名が「道徳授業地区公開講座の充実」となっていて非常に限定的な表現になってい

るため、広義的なタイトルとなるようご検討いただき、道徳に関する教員の指導力

向上や地域との連携による道徳教育の更なる推進を期待したい。 

 

濱野 裕美 

 

 

いじめに対する指導の徹底と子どもに寄り添った丁寧な対応に関して、令和７年

度の実績として、スクールカウンセラーが小学校５年生と中学校１年生全員と面接

したことやいじめ防止アンケートを実施したことで児童生徒一人ひとりに寄り添う

取組が着実に進められていると感じました。子どもたちが今まで以上に安心して相

談できる環境となるよう、今後の教育委員会の取組について注目しています。 

 

浜中 謙介 
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【基本方針２ 確かな学力の育成と個性や創造力の伸長】 

 

体力向上と健康教育の推進について、教員が主体となり、がん教育を実施したと

ありますが、詳細な説明を追記した方がより分かりやすいものになると思います。

学習指導要領に基づき、まず教員が小学校６年生と中学校３年生にがん教育の授業

を行い、その後、看護師等が、がん患者との関わり方の助言や児童生徒からの質問

に対し医療従事者としての回答を行うといった、専門家との連携による教育の実施

は、子どもたちの理解を深める手段として非常に有効なものであると感じました。 

 

田中 洋一 

 

 

特別な支援を要する子どもに対しては、一人ひとりに目を配り、子どもたちの特

性に応じた教育をする必要があると教員も十分に理解してると思いますが、教育委

員会にも引き続きご配慮いただきたいと思います。また、部活動指導への支援につ

いては、教員の負担軽減に向けた部活動指導員等の人材発掘を進めるとともに、子

どもたちに関わる指導員等への基本的な人権教育を徹底していただきますようお願

いします。 

 

濱野 裕美 

 

 

不登校対策の推進はＢ評価であり、スクールカウンセラーやスクールソーシャル

ワーカーによる支援、さらには教育支援室（スタディールーム・いぶき）の個別指

導の取組によって、支援体制の充実が図られていると思います。不登校対策は学校

だけの問題ではなく、地域全体で子どもたちを支えていくことが重要だと考えてお

りますので、地域の金融機関として、金融教育や職場体験学習を通じて子どもたち

が社会とのつながりを持てるよう微力ながら協力していきたいと思っています。 

 

浜中 謙介 
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【基本方針３ 安全な学校と信頼される教育の確立】 

 

安全・安心かつ快適な学校施設の維持・整備の推進については、補助金が採択保

留となったことでトイレ改修工事が先送りになり、Ｃ評価となっています。今回の

トイレ改修が喫緊の課題かどうかは分かりませんが、一般に校舎の改修工事は子ど

もの安全や教育の機能向上に関わることが多いため、内容によっては補助金の有無

に関わらずに進めていただきたいと思います。また、安全教育の推進と通学路等の

安全の確保については、毎年交通事故に関する課題が出てきています。偶然、交通

事故が発生せずにＢ評価となっていたとしても、この項目については評価に関わら

ず、通学路の安全確保について抜本的な対策を検討していただくようにお願いいた

します。 

 

田中 洋一 

 

 

 学校施設の安全管理の面において、東京都内にある学校で火災がありました。学

校で火災を出さないことが前提となりますが、学校施設の中には盲点となる場所が

あるかもしれませんので、今一度、総合的に教育委員会の方で施設の点検をしっか

りしていただくとともに、教員の安全管理における意識向上にも取り組んでもらい

たいと思います。 

 

濱野 裕美 

 

 

ＩＣＴ教育の推進については、子どもたちの情報活用能力の育成を目指し、ＩＣ

Ｔ環境の維持・整備が進められていることを認識しました。一方で、子どもの生成

ＡＩの利用率は増加傾向で、主に家庭教育や宿題で利用されていますが、生成ＡＩ

は調べたり、まとめたりすることは素早くできるなどのメリットがある反面、思考

力や文章力低下への影響を懸念する声もあるため、教育現場においてはより慎重な

指導をお願いしたいと思います。 

 

浜中 謙介 
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【基本方針４ 生涯学習の推進と施設・環境の整備】 

 

概ね、どの事業も参加者が増えていて順調なことがわかりました。ただし、参加

者が増えたからＡ評価となると、次年度も高い数値を目標に設定せざるを得なくな

りがちです。施設の収容人数やターゲットとしている参加者層なども考慮し、妥当

な目標を設定するなど、評価の考え方を整理することが大切になってくると思いま

す。また、参加者が増加した理由について分析していただき、一層の充実につなげ

ていただくようにお願いいたします。 

 

 田中 洋一 

 

 

子どもの数が減少し、子ども会という組織も減少してきている中、瑞穂町の子ど

も会の活動が継続して行われていることは評価に値すると思いました。また、数あ

るスカイホール事業でも特に音楽に関する事業については継続してほしいと思うと

ともに、吹奏楽団は瑞穂町の財産とも言えると感じました。 

 

濱野 裕美 

 

 

生涯学習の推進や施設環境の整備において、スカイホールや図書館、郷土資料館、

耕心館など、それぞれの特色を生かした取組が進められていると思いました。また、

生涯学習は学びの場であると同時に、人と人との繋がりや地域コミュニティの場と

しての期待も大きいと考えています。一方で、生涯学習は参加者が固定化しやすい

側面もあると言われているため、今後は、これまで参加機会の少なかった方や若い

世代を取り込んだ事業が増えていくとより充実した取組になると思いました。 

 

浜中 謙介 
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【総括】 

 

教育に携わる人間は、毎年の全ての評価がＢ以上でなければならないと考えてい

ます。一人ひとりの子どもにおいて、例えば６年生という学年は人生に１度しかな

く、その子にとっては貴重な１年だからです。できればすべての項目がＢ以上にな

るようご尽力ください。特に数年に亘って、Ｃ評価を繰り返すということがないよ

うに改善していくことを心掛けていただきたいと思います。 

全体を通して、瑞穂町においては大変素晴らしい事業が展開されていると評価し

ました。町民の幸福のためにも更なる教育委員会事業の充実に期待しています。 

 

                                田中 洋一 

 

 

教育委員会の教育目標が掲げられており、その目標を達成するために、様々な基

本方針や事業がありますが、目の前の事業だけではなく、今一度目標を再確認する

ことを忘れないでいただきたいと思います。そして、一つ一つの事業を丁寧に検討

し、より良い瑞穂の教育を目指していけるように取り組んでいただくことをお願い

したいと思います。 

 

                                濱野 裕美 

 

 

教育委員会の１年間の点検と評価を通じて、様々な課題に非常に真摯に取り組ま

れていることがよく分かりました。子どもたちの健やかな成長のためには、学校だ

けではなく家庭や地域と連携することがますます重要になると思います。地域の信

用金庫としては、金融教育や職場体験学習等を通じて微力ながら協力していきたい

と思います。 

 

                                浜中 謙介 

 

 

 

瑞穂町教育委員会教育長 大井 克己 様 

 

 令和８年８月２７日 

 

瑞穂町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価有識者 

田中 洋一（東京女子体育大学 名誉教授） 

濱野 裕美（明星大学 客員教授） 

浜中 謙介（青梅信用金庫瑞穂支店 支店長） 
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資料 

 

 

瑞穂町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価実施要綱 

 

                令和元年１２月２６日 

教育委員会訓令第３号 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６

条の規定に基づき、瑞穂町教育委員会（以下「委員会」という。）が自らの権限に属する事務の管理及

び執行の状況について点検及び評価（以下「点検・評価」という。）を実施するために必要な事項を定

めるものとする。 

   （平成２７教委訓令４・一部改正） 

（定義） 

第２条 この要綱において次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１）点検 個々の委員会の権限に属する事務（以下「事務事業」という。）のこれまでの取組状況及

びその成果について取りまとめることをいう。 

（２）評価 点検を踏まえ課題を検討するとともに、今後の取組の方向性を示すことをいう。 

（点検・評価の対象） 

第３条 点検・評価の対象は、前年度に委員会が決定した事務事業とする。 

 （点検・評価の実施） 

第４条 点検・評価は、毎年度１回実施するものとする。 

２ 点検・評価は、前条の事務事業について、その取組における進ちょく状況を総括するとともに、課

題、今後の取組の方向性等を示すものとする。 

（学識経験者の知見の活用等） 

第５条 委員会は、点検・評価を行うに当たっては、学識経験を有する者（以下「有識者」という。）か

らの意見を聴取し、知見の活用を図るものとする。 

２ 有識者は、委員会が委嘱する者３人以内とする。 

３ 有識者に対する謝礼は、予算の範囲内で別に定める。 

 （議会への報告書の提出及び公表） 

第６条 委員会は、点検・評価について報告書を作成し、その内容を議会に提出するものとする。 

２ 委員会は、前項の報告書の内容について、広報紙、委員会ホームページ等により公表するものとす

る。 

 （点検・評価結果の活用） 

第７条 委員会は、点検・評価の結果を教育目標及び基本方針等の策定並びに施策及び事務事業の改善

等に活用するものとする。 

 （庶務） 

第８条 点検・評価に関する庶務は、教育部学校教育課において処理する。 

   （平成２３教委訓令２・令和元教委訓令３・一部改正） 
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  附 則 

 この訓令は、平成２１年６月１日から施行する。 

  附 則（平成２３年３月２４日教委訓令第２号） 

 この訓令は、平成２３年４月１日から施行する。 

  附 則（平成２７年３月２６日教委訓令第４号） 

 この訓令は、平成２７年４月１日から施行する。 

  附 則（令和元年１２月２６日教委訓令第３号） 

 この訓令は、令和２年１月１日から施行する。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～令和８年度～ 

瑞穂町教育委員会の権限に属する事務の管理 

及び執行の状況の点検及び評価 

【令和７年度対象事業分】 
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